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Panasonic" 

操作マニュアル 

パーソナルコンピューター 

品き CF-U1 シリーズ 


このたびはパナソニック製品をお買い上げいたださ、まことにあ 
りびとラございます。 

取巧説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 






はじめに 


争 BACK 2 NEXT ず 


表記とイラストについて 


み : 本書内の参照先を示していまず。 


お願し、 


:安全にお使いいただ<ための情報を記載しています。 


お知らせ 


お使いいただくラえで便利な情報を記載しています。 


^ : [◄-1] ( Enter ) キーを巧すことを意味しまず。 


Fn + ^ ( Del ) : 

[ Fn ] キーを巧しなびら、 [◄-] ( Del ) キーを巧ずことを意味します。 

• 本書はフルキーモデルを基本にキーの説明をしています。 

テンキーモデルをご使用の場合はキーの組み合わせび異なりますので、脚注をご覧<ださい。 
クリック：スタイラスペンで画面をタッチすることを意味しまず。 


ちクリック： ① 画面ち下のタスクトレィのを^^をスタィラスぺンでクリックずる。 


② ちクリックする対象をクリックずる。 


[スタート]-[すべてのプ□グラム]: 

画面上の [ スタート]をクリックした後、 [ すべてのプ□グラム]をクリックすることを意味します。 


Windows XP について 


コント□-ルパネルのクラシック表示やクラシックスタートメニューを選択することびでさます。 また' ユーザーの□グオ 
ン/□グオフのしかたを変更することちできます。本書では、クラシック表示やクラシックスタートメニューではなく、 
Windows XP の初期設定を用いて説明していまず。 

• Windows Update について 

Windows セキュリティセンターで[自動更新]を有効に設定している場合は、セキュリティの更新など、重要な更新び 
自動的にインストールされまず。手動で更新を行ラ場合（重要な更新しソ外の更新を行ラ場合など）は、 LU 下の手順で 
行ってください。 

① コンピューターの管理者の権限で□グオンする。 

感 [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [Windows Upda 词をクリックする。 

③ 画面の指をに従って更新プ□グラムをインス I ルずる。 

-デバイスドライバーの更新プ□グラム （ r カスタムインス!ル」の「ハードウエア用の更新プ□グラムを追加で選 
択」に表ちされる頂目）は適用しないでください。お使いのパソコンと互換性びない場合びありまず。詳しくは、製 
社の Web ぺージ （ http :// askpc . panasonic . co . jp / security / index . html ) をご覧く ださい。 

• ちインストールした後もぶ、ず [Windows Upda 词を行ってください。インストールした更新プ□グラムの種類により、 
さ5に更新プ□グラムび提供されている場合びありまず。プ□グラムの更新後に再度 Windows Update を実行してく 
ださい。 









はじめに 


夺 BACK 3 NEXT ず 


• 「コンピューターび危険にさ5されている可能性びあります。」といラメッセージび表示された5 

画面ち下のタスクトレイの @ をクリックし、必要な設定をしてください。 Windows セキュリティセンターは、パソコ 
ンを快適な状態でお使いいただくため定期的に通知を行いまずび、エラーメッセージではありませんので、そのままパ 
ソコンをお使いいただけます。ただし、ウイルスなどの危険にさ5されないよラ、適切な対策を行ラことをお勧めしま 
す。 


夺一の組み合わせによる操作 


争 BACK 4 NEXT ず 


お知5せ 


• 繰り返し連続して巧さないでください。 

• タッチパネルや他のキー操作と同時に使用しないでください。 

• Windows に□グオンずるまで、操作は行わないでください。フラッシュメモリードライブ状態表示ランプ昌び消え 
るまでお待ちください。セットアップユーティリティの画面では、 r 内部 LCD の輝度調整」と「画面の表示先の切り 
曾え」のみ行えまず。 

• アプリケーシヨンソフトによっては働かない場合びあります。 

• Windows に□グオンすると、ポップアップアイコンび表おされます。ただし、アプリケーシヨンソフトの状態によっ 
ては表示されない場合びありまず。 （[ コマンドプ□ンプト]び全画面表をになっているとさなど。） 


フルキーモデル 

テンキーモデル 

機能 

ポップアップ 

アイコン 

面+空(▼な） 

西+ W (-ゥ ▲) 

面+こ(▼な） 

面+壬辟 ▲) 

内部 LCD の輝度調整 
<フルキーモデル> 

(而+ Q (▼な） =下げる/而+ W (む ▲) =上げる） 

<テンキーモデル> 

(FS + て (▼.む） =下げる/而+ ;(な ▲) =上げる） 


圈 














キーの組み合わせによる操作 


イ " BACK 5 NEXT ず 


フルキーモデル テンキーモデル 


機能 


ポップアップ 


Fn + 1 (□/◎) Fn + 4(□/ 回）画面の表を先の切り替え （4 61ぺージ) 


(か部ディスプレイ接続時） 

内部 LCD 今同時表ち今外部ディスプレイ 
4. J 


アイコン 


お願い 


• 画面表おび切り替わるまで他のキーを巧さないで< 
ださい。 

• 次の場合はこの機能を使わないで<ださい。 

-外部ディスプレイび接続されていないとを 
• DVD-Video や MPEG ファイルなどの動画を再生 
しているとさ 

-ピンボールなどのゲーム画面を表示しているとさ 
-簡易ユーザー切り替えを行っているとさ。また 
は、パスワード付きのスクリーンセーバー/スタ 
ン i (イ/休止状態か5リジュームしているとさ。 

• Windows び起動するまで（セットアップユーティ 
リティなど）は、同時表をにすることびでさませ 
ん。 Fn + I (□/◎ r 1 を巧すと、外部ディスプレイ 
または内部 LCD に切り替わりまず。 

• ディスプレイび切り替わ5ないとさは、デスクトッ 
プをちクリックし、[画面の設定]をクリックして 
か5ディスプレイを選択してください。 


Fn + R 勝） Fn + 5( 咳) 


テンキーモデルの場合 ： fO +夕 (□/ 回) 
音声出力のオン/オフ 


お知5せ 


• 音声出力をオフにずると、ビープ音ち鳴りません。 



オフ 


に:!-卜) 



オン 






















キーの組み合わせによる操作 


令 BACK 6 NEXT 今 


フルキーモデル 

テンキーモデル 

機能 

ポップアップ 

アイコン 

西+ A (▼刪 

面 + き (<]’))▲) 

Fn + 三 1 (▼刪 
面 + 7 (<],,▲) 

ち尋ミ司 f 女 

(西+ A (が。))つ=下げる/西+を (<]»)A)*3 = 上げる） 

M 



• 音量を微調整ずるとさは、 f 百を巧したまま A 
(がが 2 またはを的。 lA )* 3 を断続的に巧してくださ 
い。 

‘2テンキーモデルの場合： f 百+三1(▼崎))） 

つテンキーモデルの場合： f 豆+ 7闲 |))A) 

面+ 1 トロ） 

面 +i 樹） 

スタンバイ状態に入る （A 22ぺージ） 

一 

面 + f ( Cl ) 

面+き ( C 1) 

バッテリー残量確認 

(4 29ぺージ） 

面+ G 卜旨） 

面 + 5 婚） 

休止状態に入る （今22ページ） 

— 

西+ 1 (因） 

Fn + Ctrl (因） 

キーボードの照明 

— 



















キーの組み合わせによる操作 


令 BACK 7 NEXT ず 


キーボードおよび操作ボタンを□ックする 


パソコンをタッチパネルのみで使用ずる場合など、誤ってキーボードや操作ボタンに触れてち動作しないよラにでをまず。 


フルキーモデル テンキーモデル 

円1 +田(丘） 円1 + 8(か 


機能 

キーボード（円 i + D ( Q ) L ソ外）’4、スク□-ルボタン、ズームボタンおよび 


アプリケーシヨンボタンび無効になります。 

□ックのとさは： 

•□ックの解除方法ををすメッセージび表をされます。 


-画面ち下のタスクトレイのびに変わります。 

-□ックされたキーを巧ずと、キーボード全体び光0まず。 
□ ックを解除するには 、 FS +田泪)‘ 4 を再度巧してください。 


お知5せ 


• 電源スイッチは無効になりません。 

• ユーザー切り曾えなど、ユーザーアカウントを選択する画面では□ック 
を解除でさません。 

• パソコンの電源を切ると、□ックは解除されます。 


テンキーモデルの場合 ： Fn + 8 ( e ) 











キーの組み合わせによる操作 


令 BACK 8 NEXT ず 


Hotkey 設定 


■ Fn キーの設定 

次の2つの設定を行ラことびでさまず。 

• Fn キー□ック 

@を巧した後、他のキーを巧ずまで、 Fn キーび巧された状態（□ック状態）になります。キーの組み合わせび巧し 
にくい場合に便利です。 

-ポップアップアイコンの表示/非表示 

1 Hotkey 設定プ□グラムを起動する。 

[ スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ Hotkey 設定]をクリックずる。 

2 各項目を設定する。 

[Fn キーを□ックする] 

• @を1回だけ巧す場合 

① @を1回巧す。 （ Fn キーび□ック状態になり、キー横のライトび点な） 

② 組み合わせる他のキーを巧ず。（□ック状態解除） 

• @を連続して使ラ場合 

の@ を2回巧す。 （ Fn キーび□ック状態になり、キー横のライトび点な） 

② 組み合わせる他のキーを巧ず。 

再度@を巧すまで□ック状態のままです。 

[ 通知方法] 

[ Fn キーび巧されたときに音を鳴5す]‘5 

[ Fn キーの状態を画面に表おずる]: Fn キーの状態を画面ち下のタスクトレイに表示しまず。 

•巧： FS □ック状態 
• Fn ： □ック解除 
[ポップアップを 表示しない] 

ポップアップアイコンび表示されなくなりまず。 

3 [0 K ] をクリックする。 


お知5せ 


• Hotkey 設赶ま、ユーザーごとに設定できます。 
音声出力をオフにしていると、ビープ音は鳴りません。 







キーの組み合わせによる操作 


令 BACK 9 NEXT ず 


■ Ctr し A け*6、 ShiffG 、 および Windows キーの設定 

ctrt. 丽*6、空 （ Shift )’ 6 またはを （ Windows ) キーを巧したままの状態（□ック状態）にします。他のキーを巧ずと 
解除されまず。キーの組み合わせび巧しにくい場合に便利です。 

1 画面ち下のタスクトレイの网をクリックする。 


2 固定キー機能を設定ずる。 

• 機能を有効にずるには 

[ 固定キー機能有効]にチエツクマークを付ける。 

• 機能を無効にずるには 

[ 固定キー機能有効 ] のチ エツ クマークをかず。 

固定キー機能を有効にしたときの Ctrl . 西で、空 （ Shi が 6 または互 ( Windows ) キーの動作 
• 1回押ずと：キーび□ツクされ、他のキーを巧ずと解除されます。 

• 2回巧ずと：キーび□ツクされ、他のキーを巧してち解除されません。 

• 3回巧ずと：□ツクび解除されまず。 

-□ツクされている間は、さボタン横のライトび点打します。 （ Windows キーを除く） 

-画面ち下のタスクトレイではじ I 下のように表ちされます。 

: □ツクされたキーのアイコンの色び変わる 

Ctrl-®|-Alt 

(図の場合は吞 （ Shi が 6 び□ツクされていることををしています。） 


お知5せ 


• ユーザーごとに 設定でさまず。 

• 固定キー機能び有効のとさ： 

を （ Windows ) キーを1回巧してもスタートメニューは表ちされず、3回巧ずと表ちされます。 （ Windows の仕様に 
ぶる） 

• 固定キー機能び無効のとさ： 

CtR + ^ + Fn + ^ ( Del ) マを}甲した後は、 と瓦 it でキー横のランプび点なしたままになりまず。元の画面 

に戻ると消なします。 

テンキーモデルの場合は、 USB キーボードを使ってください。 

テンキーモデルの場合： Fn + て (Ctrl+Alt+Del) 















タツチノはル か BACK 10 NEXT か 

タッチパネル機能を使って、マウスと同様の操作びでをます。付属のスタイラスペンで画面の表面に触れてください。 

• ちクリックするには 

① 画面ち下のタスクトレイの I を！をスタイラスペンでクリックする。 

なびなに変わります。 

② ちクリックする対象をクリックずる。 

なびなに戻ります。 



• 指または付属のスタイラスペンでタッチパネルを操作する 

タッチパネル機能を使うときは、必ず指または付属のスタイラスペンで表面に触れなび5操作してください。 

指やスタイラスペンじ(外の物（指の m や金属、硬くて先のとびった物）でタッチパネルを操作すると、表面に傷跡や巧 
れびついて誤動作の原因になることびありまず。 

• 大さな力をかけずに操作する 

タッチパネルは軽く触れるだけで操作でをまず。大さな力をかけると表面を傷つけることびあります。 


タッチパネルのお手入れ 


• タッチパネルびミちれたとさは、専用巧でふさ取る 

タッチパネルには専用の処理び施されていまずので、巧れは専用巧で簡単にふさ取ることびでさます。簡単に巧れび落 
ちなければ、表面に息を吹さかけてか5ふさ取って<ださい。 

専用巧に水やお剤を染み込ませてふさ取5ないでください。 

• パソコンの電源を切ってから清掃する 

電源を入れて画面を清掃すると、パソコンび誤動作を起こず原因になりまず。また、タッチパネルの巧れは電源び切れ 
ているとさの方び目立つため、清掃びしやすくなります。 

• 専用巧のミちれを洗い落とす 

専用巧の巧れは刺激の少ない洗剤で洗濯してください。漂白剤やな地用柔軟剤（軟化剤）を使ったり、沸騰したお湯で 
専用巧を殺菌しないで < ださい。 

巧れた専用巧を使用すると、タッチ/ネルにミちれび付着する原因になりまず。 







タツチノくネル 


か BACK 11 NEXT ず 


• タッチパネル表面のひっかさ傷を防ぐ 

次の項目をチエックしてください。 

• 指またはスタイラスペンでタッチパネルを操作しているか 
• 表面に巧れびないか 
• 専用巧に巧れびないか 
• スタイラスペンの先端び変形していないか 
• スタイラスペンの先端にミちれびないか 
• 指に巧れびないか 


タッチノ ネル操作時のを意事項 


• 表示領域の外に触れない 

夕 、ソチ! ネルの入力範囲はディスプレイ画面の表ち内です。表ち領域の外に触れると、タッチ/くネルの誤動作や損傷を 
巧く原因になりまず。 

• タッチパネルに必要!;<(上の力をかけない 

内部 LCD をつかんでパソコンを持ち上げないください。また、内部 LCD に物を載せないでください。このよラな取り 
巧いをすると、タッチパネルのガラス面や内部 LCD び破損することびあります。 

• 気温の低下に伴って操作時の応答速度び低下する 

パソコンを気温5で未満の環境下で使用すると、タッチパネルの応答速度び低下することびありまずび、これは誤動 
作ではありません。パソコンび室温まで温まると応答速度は正常な状態に戻ります。 

• 画面で触れた位置とは異なる位置へカーソルびジャンプしたとさや、内部 LCD の解像度び変更され 
たときは、タッチパネルのネ甫正（キャリブレーション）を実行する （今12ベ— _y) 



タツチノくネル 


か BACK 12 NEXT ず 


タッチパネルの補正（キヤリブレーシ E 


1 [スター h - [コント□-ルパネル]-[コント□-ルパネルのその他のオプション]をクリック 
ずる。 

2 [タッチノネル]をクリックする。 

3 [タッチノくネル設定]の[位置補正]を選ぶ。 

4 [補正点数]の [9 点]、 [12 点]、または口0点]を選ぶ。 

5 [補正を実行ずる]をクリックずる。 

6 画面上に順番に" +" び表示されるので、スタイラスペンを使って点滅するまで1つずつ触れた 
後、圣： (Enter) を押ず。 

7 [補正]の[終了]をクリックする。 

8 [0K] をクリックする。 


お知5せ 


• ユー ザーごとに上記の補正（キャリブ レーシヨ ン）を実行してください。 








ノ v— ドウエアボタン設定 t BACK 13 NEXT ず 


スク□-ルボタンのスク□-ル速度を調整したり、好みのアプリケーシヨンの起動を4つのアプリケーシヨンボタンに登 
録したりでさます。 


1 画面ち下のタスクトレイの 间 をクリックしメニューを表 
示させる。 

2 [八ードウエアボタン設定]をクリックする。 

八ードウエアボタン設定び起動します。 

3 設定ずる。 

[スク□ールボタン] ( A ) 

バーを左ちにスライドさせて、スク□-ルボタンを1回巧したときの移 
動行数を調整します。 

[APP ボタン] ( B ) 

アプリケーシヨンの実行ファイルを登録でさまず。 

• 購入時、[ボタン 4] には加 Screen Keyboard の実行ファイルび登録さ 
れています。他のボタンには何ち登録されていません。 

の [ボタン 1] 〜[ボタン 4] にある[参照、]ボタンをクリックする。 

② 実行したいファイルを選択し確定する。 

• [. exe ] ファイルじ(か （[. pdf ]、[. jpg ]、[. wma ] など）も選べます。 

• [. exe ] ファイル L ソ外を選択ずる場 S ま、まず[すべてのファイル 
广 .*)] を選んでください。 

- [. exe ] ファイルを選択したときのみ、パラメーターの設定びでき 
ます。 

-アプリケーシヨンと関連付けされていないファイルの場合は、 
選択してち実行でさません。 

• [ボタン 1 ]〜[ボタン 4 ]それぞれに異なるファイルを登録できます。 
• ファイルの登録を取り消ずには、エディットボックス ( C ) の文字 
を削除して空白にしてください。 

4 [0K] をクリックする。 


A B 



A B 
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画面ズーム機能 か BACK 14 NEXT 

画面をズーム（拡大）ずることで、ルさな文字やアイコンなどを見やすくすることびでさまず。 

ズームした画面上でクリツクなどの操作び行えまず。 


お知 5 せ 


• LU 下の場合は、画面ズーム機能を使用でさません。 

-画面設定で、実際の画面解像度より大さな解像度を設定しているとさ 

• Windows 起動時の□グオン画面や□グオフ状態のとき 
• じI下のちのはズームでさません。 

• f 百キーを巧したとさに表ちされる Hotkey アイコン 
• 動画はズームでさない場合びあります。 

• ズーム中は、 Tablet PC 入カパネルび表ちされません。代わりに加 Screen Keyboard を使用してくださし、 
• 外部ディスプレイではミラーリングモードのとさのみズームでさまず。 


1 ズームしたい 位置に カーソル (A) を置く。 

2 ズームボタン （B) を巧す。 

+ :拡大 

-:縮ル（元の大ささまで） 

カーソルの周辺びズームされまず。 

ズームボタンを巧ずごとに、ズーム率び変化しまず。（100%〜500%の 
間を50%単位で変化） 

• 画面ち下のタスクトレイの P をクリックしてズームメニューを表 
示させ、ズーム率を選択することちでをまず。 

• ズームした画面上でクリックなどの操作び行えます。 

• 力ーソルびズーム状態をちず力ーソルに変わります。 


A B 






















画面ズーム機能 
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■ ズーム位置を移動する 

スタイラスペンで画面の端付近を巧したままにする。 

例：左へ移動ずる場合は （ C ) のあたりを巧す。 

上へ移動する場合は （ D ) のあたりを巧ず。 

■ 元のサイズに戻す 

2つの方法びあります。 

• ズームボタンの [-] 側を数回巧して、元のサイズに戻す。 

• 画面ち下のタスクトレイ の^を クリックしてズームメニューを表示させ、 
[100%ズーム]をクリックする。 

• カーソルび通常のカーソルに戻ります。 


C D 



お知5せ 


• ズーム中であっても、じ I 下の場合は元のサイズに戻りまず。 
-ユーザーを 切り曾えたとを 
•スタンバイ-休止状態か5リジュームしたとを 
• □グオフ状態のとさ 

• Ctrl +丽+ Fii +石 ( Deir を巧したとき 


テンキーモデルの場合: Fn + • ( Ctrl + Alt + Del ) 


*1 



















画面ズーム機能 
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カーソル連動モード 


ズーム画面をマウスカーソルの動をに連動させることびでさまず。じ I 下の設定を行ってください。 


7 画面ち下のタスクトレイの gj をクリックずる。 

ズームメニューび表ちされまず。 

2 [ マウスカーソル連動でのズーム領域移動]をクリックしてチェック 

マークを付ける。 

力ーソル連動モードび有効になります。 

力ーソル非連動モードにするには、チェックマークを外してください。 

■ ズーム位置を移動する 

移動したいち向へマウスカーソルを移動させると、ズーム位置ちいっしよに移動します。 


m % ズーム 
化脚ズ—ム 
4邮 K ズーム 
35036ズーム 
3邮 S 6 ズーム 
2如％ズーム 
20036ズーム 
1如?6ズーム 
vIOOX ズーム 


1 7ウスカ-リル巧勤でのズ-ム巧域おか 


<スーム巧での巧巧お前 ほ] 峨能ち?;] 

i 綻 ... 

巧迪率 i さ定 ... 

フルスクリーシズームのが了 

刀レスクリーンズームの‘巧報… 


その他の設定 


■ 常時最前面機能 

画面ズームをしても、タスクトレイを常に表おさせることで操作しやすくでさまず。 

① 画面ち下のタスク トレイの。 j をクリックしてズームメニューを表ちさせる。 

② [ズーム表示の常時最前面機能有効]をクリックしてチェックマークを付ける。（工場 
出荷時はチェックマークび付いています。） 


500%ズーム 
做]? S ズーム 
40日？ S ズーム 
3如％ズーム 
30日？(ズーム 
2如? S ズーム 
2日の S ズーム 
1加？ S ズーム 
ズーム 


マウスカーソル速巧でのズーム巧娜をが] 
* ズームを示の巧時最前面视能ちか 
* 設定。 

巧が军巧定 .. 

フルスクリーンズームのが了 

フルスクリーシズームの惟幸民.-- 

















画面ズーム機能 
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■ Hotkey 設定 


キーの組み合わせ操作でズームの設定びでをます。 

① 画面ち下のタスクトレイ の^を クリックして、ズームメニューを表をさせる。 

② [設定]をクリックずる。 

③ エディットボックス （ A ) をクリックして、好みのキーを巧ず。 


組み合わせることのできるキーは、耸 （ Windows )、 Ctrl ' 

S ( Shift ) * 2 のいずれかでず。 

• ( Windows ) と組み合わせる場合は 、 [Windows Key +] にチェッ 

クマークを付け、エディットボックスをクリックしてか5好みのキー 
( Z など）を巧してください。 

ただし 、 JL ( Windows ) とじ(下のキーは組み合わせることびできま 
せん。 1,をを 1, f あ r を5,丽 +F and を ( Shift ) + M .* 2 
-@百または S ( Shift ) *2 と組み合わせる場合は、エディットボック 
スをクリックした後、組み合わせるキー(丽 + Z など)を同時に巧 
して < ださい。 

-組み合わせることのでさるキーは3つまででず。 



• 各];百目の进日尸 

[マウスカーソル連動でのズーム領域移動 On ] :力ーソル連動モードをオンにします。 
[マウスカーソル連動でのズーム領域移動0巧：力ーソル連動モードをオフにします。 
[ズーム表示の常時最前面機能 On ] :常時最前面機能をオンにしまず。 

[ズーム表示の常時最前面機能〇巧：常時最前面機能をオフにしまず。 

④ [0 K ] をクリックずる。 


テンキーモデルの場合は、 USB キーボードを使用してください。 


ズーム描画更新間隔遅延モード 

通常はチェックマークを付けておいてください。 

ズーム状態のままで長時間操作しないでいると、画面の更新は 0.1 秒間隔か51秒間隔に変わります。 

0.1 秒間隔を維持したいとさは、チェックマークをがしてください。その場合、ズーム中に休止状態にはなりません。 






































画面ズーム機能 


夺 BACK 18 NEXT ず 


■ズーム画面透過率の設定 

ズーム画面の透過率を設定でさます。 

① 画面ち下のタスクトレイ の^を クリックし、ズームメニューを表示させる。 

② [透過率設定]をクリックする。 

③ スライダーを左ちにスライドさせて、透過率を調整ずる。 

④ [0 K ] をクリックずる。 


500«ズーム 
4如5^ズーム 
4 Cm ズーム 
350 %ズーム 
300 X ズーム 
250 %ズーム 
20 0* ズーム 
1如 K ズーム 
*100 X ズーム 


マウスカーソル连かでのズーム讀巧括扮 
ーズームま示の其均最お面權おちな！ 
!陆 

〔' 适通牢 i 捕… I 

刀レスウトシズーム側げ了 


刀レス州ーシズームの欄… 









Panasonic 手書き 争 back 巧 眶了 ず 

タッチパネルにサインなどの簡単な文字や図形を描いて、ビットマップ形式 （. bmp ) のファイルとして保存することびで 
さます。 


お願い 


•「 Panasonic 手書き」を起動しているときは、ユーザーの簡易切り替え機能を使わないでください。 

• 市販のポインティングデバイスのドライバーをインス I ルして、マウスのドライバーを上書さずると、 
「 Panasonic 手書き」は動作しなくなりまず。 


お知5せ 


• ディスプレイの色数を変更ずると、 「 Panasonic 手書き」の画面び乱れることびありまず。その場合は、画面ち下の 
タスクトレイのかをもクリックして [ Panasonic 手書きの終了]をクリックした後、再度 「 Panasonic 手書き」を起 
動して < ださい。 

• 他のアプリケーシヨンソフトを同時に実行していると、 「 Panasonic 手書き」で正しく描画できないことびあります。 
その場合は、他のアプリケーシヨンソフトを閉じてください。 


「 Panasonic 手書き」を起動する 


1 画面ち下のタスクトレイのか^をダブルクリックずる。 

または、[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ Panasonic 手書き]をクリックする。 


お知5せ 


• 画像サイズの変更は、描画する前に[オプション]-[画面サイズの設定]で行って<ださい。描画した後でサイズを変更 
すると、画質び悪<な0ます。 

• [編集]-[コピ ー] をクリックすると、ビットマップ画像をコピーして、他のビットマップ形式対応のアプリケーショ 
ンソフトに貼り付けることびできます。 














スタンバイ • 休止状態機能 争 BACK 20 NEXT ず 


パソコンをすばやく起動する 


r スタンバイ」や r 休止状態」機能を使ラと、アプリケーシヨンソフトやファイルを閉じることなくパソコンの操作を終わ 
ることびできます。操作を再開ずると、スタンバイまたは休止状態に入る前に実行していたアプリケーシヨンソフトやファ 
イルにすばやく戻ることびでさます。 


機能 

状態の保存巧 

復帰ずるまでの 
時間 

電力供給 

スタンバイ 

メモリー 

短い 

必要（フラッシュメモリーに保をする前に電力の供給 
びなくなると、保持されていたデータは失われます。） 

休止状態 

フラッシュ 

メモリー 

やや長い 

不要（ただし、休止状態を維持するために若干の電力 
び消費されまず。） 


スタンバイ-休止状態の設定 


1 [ スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]- [ 電源 オプション]- 
[詳細設定]をクリックする。 

2 [ポータブルコンピュータを閉じたとき]/[コンピュータの電源ボタンを押したとき]で 
[スタンバイ]または [ 休止が態]を選び、 [OK] をクリックする。 


お知5せ 


• Windows のメニューを使ってスタンバイまたは休止状態に入る場合は、この設定は不要です。 















スタンバイ-休止犬態機能 
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使用上のお願い 


• 長時間スタンバイ状態にしておく場合は、 AC アダプターを接続してください。 AC アダプターを接続できない場合は、 
スタンバイ状態ではなく休止状態にしてください。 

• スタンバイまたは休止状態を繰り返すと、パソコンび正常に動作しなくなる場合びあります。パソコンの動作を安定さ 
せるため、定期的に （1 週間に1回程度）スタンバイまたは休止状態機能を使わずに Windows を再起動してください。 

• 大切なデータは保存してください。 

• リムーバブルディスクやネットワークドライブか5開いたファイルは閉じてください。 

• 休止状態に入るまでに1〜2分かかる場合びありまず。画面び暗<なりまずび、いずれのキーにち触れないで<ださい。 

• リジュームの際は、セットアップユーティリティで設定したパスワードは要求されません。スタンバイまたは休止状態 
のときのセキュリティには、 Windows のパスワードをお使いください。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[ユーザーアカウント]をクリックして、アカウントを選ぶ。 

② [パスワードを作成ずる]をクリックし、パスワードを設定ずる。 

③ [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフ ォー マンスとメンテナンス]- [電源オプション]-[詳細設定] をクリック 
し、[スタンバイか5回復ずるとをにパスワードの入力を求める]にチェックマークを付ける。 

• 下記の場合は、スタンバイ•休止状態に入5ないでください。実行中のファイルやデータび壊れたり、スタンバイ•休 
止状態び働かなくなったり、パソコンおよび周辺機器び正常に動作しなくなることびあります。 

-フラッシュメモリードライブ状態表おランプ貨と SD メモリーカード状態表示ランプの点な中 
-才ーディオファイルの録音-再生中や、 MPEG ファイルなどの動画の再生中 
-通信ソフトウェアやネットワーク機能を使用しているとさ 
-周辺機器の使用中 

(周辺機器び正南に動かなくなったとさは、パソコンを再起動してください。） 




スタンバイ-休止犬態機能 
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スタンバイ-休止1|犬態に入る/リジュームする 


■ スタンバイ-休止状態に入る 

1 ビープ音‘ 1 が鳴るまで電源スイッチ （A) を押す。 

スタンバイ：電源状態表示ランプ （ B ) び緑色に点滅する。 

休止状態：電源状態表示ランプ （ B ) び消える。 

• スタンバイ•休止状態に入るには、他に2三の方法びありまず。 

•面 + I 卜〇 )( スタンバイ）または面+ G ( Z 冒 ）（ 休止状態）つ 
-スタンバイ状態に入るには、[スタート]-[終了オプション]-[スタンバイ] 
をク U ックしてください。休止状態に入るには、[スタート]-[終了オプショ 
ン]をクリックし、存 （ Shift ) つ を巧したまま [ 休止状態]をクリックして 
<ださい。 

音声出力をオフにしていると、ビープ音は鳴りません。 _ _ 

つテンキーモデルの場合：@ + 6い〇)(スタンバイ）または@ + 0 ( Z 国）（休止状態） 

‘ 3 テンキーモデルの場合は、 USB キーボードを使用してください。 



お願い 


• ビープ音‘ 4 び鳴った5、ずぐに電源スイッチを離してください。電源スイッチを4秒じ(上巧すと、パソコンび強制終 
了し、[コンピュータの電源ボタンを巧したとさ]を[シャットダウン]に設定していたとしても、保存されていない 
データは失われます。 （今20ベージ 「スタンバイ•休止状態の設定」） 

‘ 4 音声出力をオフにしていると、ビープ音は鳴りません。 

• スタンバイ•休止状態処理中は次の操作をしないでください。 

-キーボード、タッチパネル、電源スイッチの操作 
-か部マウスや周辺機器を使ラ 
- AC アダプターの接続や取りかし 
-無線切り替えスイッチの入/切 
- SD メモリーカードの取り付け/取り出し 

電源状態表示ランプび緑に点滅（スタンバイ）または消な（休止状態）ずるまでお待ちください。 

• スタンバイ-休止状態に入るまでに1〜2分かかる場合びあります。 

スタンバイ-休止状態のとき 

• 周辺機器の接続-取りかしを行わないで<ださい。誤動作の原因になりまず。 

• スタンバイ状態では電力び消費されていまず。電力の供給びな<なると、メモリーに保持されていたデータび失われ 
ます。スタンバイ機能を使ラとさは、 AC アダプターを接続してください。 











スタンバイ-休止犬態機能 
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■ スタンバイまたは休止状態からリジュームする 
1 電源スイッチ （A) を巧す。 


お願い 



• リジュームび完了するまで、下記の操作をしないでください。画面表をのリジューム後、約30秒循常）または1分 
(ネットワーク接続しているとさ）お待ちください。 

-キーボード（パスワードの入力 LU か)、タッチパネル、電源スイッチの操作 
-外部マウスや周辺機器を使ラ 
- AC アダプターの接続や取りかし 
• Windows の終了または再起動 

-スタンバイまたは休止状態に入る（約1分間お待ちください） 

-無線切り替えスイッチの入/切 
- SD メモリーカードの取り付け/取り出し 


お知5せ 


• スタンバイ•休止状態か5リジュームしたとき、 「 TosBtMng は動作を停止しました」のメッセージび表おされる場 
合びあります。 

[ プ□グラムの終了]をクリックしてください。 

Bluetooth 接続び切れたときは、 [ スタート ] - [ ずべてのプ□グラム]- [Bluetooth] - [Bluetooth 設定]をクリックして 
か5、接続し直してください。 









消費電力を節約する 夺 BACK 24 NEXT ♦ 

じ(下の設定を行ラと省電力の効果びあります。バッテリーで使用ずる場合は、より長時間使えるよラになります。 


無駄な電力を使わない 


じ I 下の方法で消費電力を節約することびでさます。 


• [電源オプション]を変更ずる 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]- 
[電源オプション]をクリックして、[電源設定]の [Max Battery ] を選択します。 
工場出荷時は[電源設定]び [ Portable / Laptop ] に設定されていまずび 、 [Max 
Battery ] に変更することでさ5に消費電力び節約できます。 

さ5に、[モーターの電源を切る]で設定されている時間を短くするなど、使用 
状況に応じて詳細に設定してください。 

• @ +空(▼な )‘ 1 で内部 LCD の明るさを暗くずる 

内部 LCD の明るさを下げることで、消費電力を抑えまず。 

テンキーモデルの場合：西+こ(▼む） 

• 使わないとさはパソコンの電源を切る 

無線 LAN や Bluetooth の電源を個別に切ることもできます。 



• 使わない周辺機器 （ USB 機器、外部マウスなど）は取り外ず 


•スタンバイ•休止状態を活用ずる _ _ 

パソコンか5しば5くの間離れるときは、面 + T 卜〇)* 2 でスタンバイ状態、または面 + G (喧)つで休止状態にしてく 
ださい。パソコンの動作び停止し、消費電力を抑えることびでさます。 

‘2テンキーモデルの場合： f 百+ 6 (Z ご） 

‘3テンキーモデルの場合：円 i +面 ( Z 国） 






































セ夺ユリてイ機能 争 BACK 25 NEXT ず 

大切なデータを守るために、セキュリティ機能を使ラことをお勧めします。 


スーパーバイザーパスワード/ユーザーパスワードを設定する 


ユーザーパスワードを設定ずる前に、スーパーバイザーパスワードを設定してください。 

1 セットアップユーティリティを起動する （今75ぺーシ ）。 

2 「セキュリティ」を選ぶ。 

3 「スーパーバイザーパスワード設定」または「ユーザーパスワード設定」を選び、互 ( Enter ) 
を押す。 

4 r 新しいパスワードを入力してください」にパスワードを入力し、兰 （ Enter ) を巧す。 

• パスワードびすでに設定されている場合は、「現在のパスワードを入力してください」にパスワードを入力し 
て互 （ Enter ) を巧してください。 

• パスワードを無効にする場合は、入力欄を空欄にして S ( Enter ) を巧してください。 

5 r 新しいパスワードを確認してくださし、」に再度パスワードを入力し、圣： （ Enter ) を巧す。 

6 Fii + B ( nO ) を押し、「はい」を選んで互 ( Enter ) を巧ず。 


お願い 


• パスワードを忘れないよラにしてください。スーパーバイザーパスワードを忘れると、パソコンを使用でをなくなる 
可能性びありまず。その場合はご相談窓□にご相談ください。 

•セットアップユーテイリテイを起動しているとさは、他の人にパスワードを設定-変更されないよラにパソコンか 
5離れないで < ださい。 


お知5せ 


• パスワードは画面に表おされません。 

• 入力でさる文字は、半角の英数字（スペースを含む）で最大32文字でず。 

-大文字、ル文字は区別されません。 

•パスワードの入力に空 ( Shift ) と CtM は使用できません。 

• スーパーバイザーパスワードを無効にずると、ユーザーパスワードも無効になりまず。 













セキュリティ機能 
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パソコンを無断で使用されたくないとき 


起動時のパスワードを設定ずることにより、他の人の無断使用か5パソコンを守ることびでさます。 

1 パスワードを設定し （■^ 25ぺージ ’)、セットアップユーティリティの「セキュリティ」メ 
ニューで r 起動時のパスワード」を「有効」に設定する。 （A 80ぺージ） 


お知5せ 


• スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードび設定されていると、 r 起動時のパスワード」び r 無効」で 
あってち、セットアップユーティリティ起動時にパスワード入力画面び表ちされまず。 


フラッシュメモリー内のデータを読み書きされたくないとき 


フラッシュメモリーの修理を依頼する際などに、フラッシュメモリーのデータを読み書さされないよラにずることびでさ 
ます。フラッシュメモリーを元のパソコンに戻ずと、データの読み書さびでさます。 


1 セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューで、 「A— ドディスク f 呆護」を「有 
効」に設定ずる。 （今80ぺーン） 


お願い 


• 元のパソコンでデータの読み書きをするには、セットアップユーティリティの設定を、フラッシュメモ U - を取り 
かず前と同じにしてください。 

• スーパーバイザーパスワードを設定しないと、フラッシュメモリー保護機能は使えません。あ5かじめスーパーバイ 
ザーパスワードを設定しておいてください （今25ページ)。 

• フラッシュメモリーの修理を依頼する際は： 

-当社ご相談窓□にご相談ください。 

- 「 A - ドディスク保護」び「無効」になっていることを確認してください。 


お知5せ 


• フラッシュメモリー保護機能は、内蔵フラッシュメモリーにのみ働きまず。が付けの八ードディスクには働きませ 

• r 起動時のパスワード」は、八ードディスク保護機能を有効にするためには必要ありませんび、セキュリティをより 
確実にずるために「有効」にしておくことをお勧めしまず。（フラッシュメモリー保護はデータの完全な保護を保証 
するちのではありません。） 
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バッテリー犬態表示ランプ 


本機には2個のバッテリーパックを取り付け5れ 
ます。 

それぞれにバッテリー状態表示ランプびあります。 
A :バッテリー1 
B :バッテリー2 



バッテリー状態表示ランプ 


パツテリーの状態 


消灯 


バッテリーパックび取り付け5れていません。または、充電び行われていません。 
•バッテリーの状劇ま、而 + r ( a )’ 1 を巧ずことで確認できます。 （今29ぺージ） 


オレンジ色点 ：) a 
緑色点口 
緑色点滅 


テンキーモデルの場合： Fn + 9 (Cl) 


バッテリーの充電中です。 


バッテリーの充電完了です。 


バッテリー/ (ックが入った状態でバッテリ -力 J (-を取り付けたときは： 
点滅の回数でバッテリー残量び分かります。 


点滅回数 

バッテ IJ 一の 充電状態 

5回 

9日％〜100% 

4回 

日0 〇/〇〜94 〇/〇 

3回 

2日％〜49 % 

2回 

日〇/〇〜24 〇/〇 

1回 

0 % 〜4 〇/〇 


上記 LU 外のときは： 

高温モード時に、バッテリー残量び常温モード時の約80%でになるまで放電していまず 


(今30ぺー ジ)。 この場合は、 AC アダプターを接続していても、バッテリーパックを取り 
がさないで<ださい。取りがずと電源び切れて、データを消失する恐れびあります。 

‘ 2 高温モード時におけるバッテ U - 残量100%は、常温モード時の80%と同等です。 


赤色点な バッテリー残量び、約9%ムソ下になっていまず。 
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バッテリー状態表示ランプ 

バッテリーの状態 

ホ色点滅 

約1秒間隔で点滅している場合： 

バッテリーパックまたは充電回路び正常に動作していません。 

約4秒間隔で点滅している場合： 

バッテリーカバーび開いていまず。 

この場合は、バッテリーパックを取りがずことびでをまず。 

約 0.5 秒間隔で点滅している場合： 

バッテリーカバーび開いていまず。 

この場合は、バッテリーパックを取り外さないでください。パソコンへの電源供給び絶た 
れて、データの消失やパソコンの故障の原因になりまず。 

オレンジ色点滅 

U ■(下の理由で、バッテリーは一時的に充電でさない状態でず。 

-内部の温度び充電可能範囲がになっている。 

-消費電力量のをいアプリケーションソフトまたは周辺機器を起動しているため、充 
電ずるための電力び不足している。 


• 過充電を防ぐため、しりたんバッテリーび満充電になると、バッテリー残量び約94%じ(下になるまで再充電されま 
せん。 
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バッテリー残量を確認する 


バッテリー残量を画面上で確認でをます。 
( Windows に□グオンした後） 

1 西+ E (C1)* 3 を J 甲す。 


• バッテリーパック装創寺（例) 



常温モード時 （ ） 

高温モード時 （ ） 

充電中 


ngjSl 





イま^^ 

(枠囲みされているバッ 
テリーパックび使用中で 
す。） 


frjlfej 



匈 









• バッテリーパック未装着時 



つテンキーモデルの場合： Fn + 9 (Cl) 


お知5せ 


• 次のよラな場合、表示されるバッテリー残量と実際のバッテリー残量び合わないことびありまず。正しく表示させる 
にはバッテリー残量表お補正 （今32ぺ ージ） を行ってください。 

•バッテリー状態表示ランプの赤色点打び長く続く。 

-バッテリー状態表示ランプびオレンジ色に点灯し、「99%」の表示び長く続く。 

-使用時間び短いにちかかわ5ず、バッテリー状態表ちランプび赤色に点なする。 

AC アダプターか5電力の供給びないまま長時間スタンバイ状態にしていると、このような状態になる場合びあり 
ます。 

• バッテリーの残量表示び「電源オプションのプ□パティ」の「電源メーター」と異なる場合びありますび、故障で 
はありません。 
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高温モード 


パソコンを高温環境下で使用したり、満充電の状態で長時間使用したりするとをは、高温モードにするとバッテリーの努 
化を防ぐことびでをまず。 

セットアップユーティリティの「メイン」メニューの「環境」を r 自動」（工場出荷時の設定）または情温」にしてくだ 
さい。 （今77ぺー ジ） 


お知5せ 


• 高温モード時におけるバッテリー残量100%は、常温モード時のバッテリー残量80%と同菁でず。 

• 「常温」から「高温」またはその逆に切り替えると、バッテリーびいったん完全に充電または放電されるまで、バッ 
テリー残量び正し < 表示されません。 

• 「自動」 モー ド： 

いったん常温モードか5高温モードへ自動的に切り替わると、バッテリーの劣化を防ぐために、切り替え後の充電 
量の合計び満充電量の約5倍になるまで常温モードに切り替わりません。 

「自動」モードのとさ、「常温」と「高温」び切り替わるのは動作中のバッテ U - のみでず。他方のバッテリーは切 
り曾ねりません。 
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バッテ U —残量が少なくなったとさの動作 


工場出荷時の設定はじ I 下のとおりでず。 

• 使用中のバッテリー(バッテリー1またはバッテリー 2) の残量び少なくなると、自動的にもう一方のバッテリーに切 
り替わります。両方のバッテリー残量び少ない場合は、 LU 下のよラな動作になります。 


パ’ッテリー残量び10%になった5 
[バッテリー低下アラーム] 

パ’ッテリー残量び5%になった5 
[バッテリー切れアラーム] 

• 残量び少ないことを知5せるメッセージを表示しま 
す。 

丄 

• パソコンは休止状態に入りまず。 

丄 

充電び必要です 

AC アダプターを接続するか、バッテ U - パックを交換し 
て、パソコンを起動してください 

• AC アダプターをずぐに接続してください。 AC アダプ 
ターびない場合は動作中のプ□グラムを終了し、 

Windows を終了してか5電源状態表おランプび消なし 
たことを確認してください。 

• 充電してある予備のバッテリーパックびある場合は、 
電源を切りバッテリーパックを交換して、再度電源を 
入れてください。 

• AC アダプターを接続し、バッテリーを充電してくださ 
い。 

• 充電してある予備のバッテリーパックびある場合は、 
電源を切りバッテリーパックを交換して、再度電源を 
入れてください。 

バッテリー切れで休止状態になった場合、そのままリ 
ジュームすると、 Windows び正常に起動しなかった 
り、アラーム機能び正常に動作しなくなる場合びあり 
ます。 
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バッテリー容量を正確に表示させる（バッテリー残量表示補正) 


バッテリー残量表ち補正機能を使ラと、バッテリー容量を計測し記憶させることびでをまず。バッテリー残量を正確に表ち 
させるために、この機能を使っていったん満充電にしてか5完全に放電させてください。この操作は、お買い上げ後ずぐ 
に、少なくとも一度は行ってください。バッテリー残量表を補正は、通常3か月おきに実施してください。長くバッテリー 
パックをお使いの間には、バッテリーパックの劣化などにより、残量び正確に表をされなくなる場合びあります。その場合 
ちこの操作を行ってください。 

1 AC アダプターを接続する。 

2 すべてのアプリケーシヨンソフトを終了する。 

3 バッテリー残量表示補正を実行する。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[バッテリー]-[バッテリー残量表示巧正ユーテイリテイ]を 
クリックする。 

感 確認メッセージび表をされた5、 [ 開始]をクリックする。 

• バッテリー残量表を補正を頻繁に行ラと、バッテリーび劣化ずる原因になりまず。前回ネ甫正してか5約1か 
月 L ソ内に実行すると、注意を促すメッセージび表ちされます。その場合は、バッテリー残量表示補正を実行 
しないで < ださい。 

③ Windows を終了ずるメッセージび表をされた5、[はい]をク U ックずる。 

バッテリー残量表示補正び始まります。 

満充電になった後、バッテリーの放電び始まります。放電び完了すると、自動的に電源び切れまず。 

バッテリー残量表を補正び終了ずると、通常の充電び始まりまず。 


お知5せ 


• 10で〜30での温度環境で実行してください。低温で実行すると、正しく補正されない場合びありまず。 

• バッテリー容量び大をいため、バッテリー残量表示補正に時間びかかりますび、故障ではありません。 

-満充電にかかる時間：両バッテリーで最大約7時間 
-完全放電にかかる時間：両バッテリーで約6時間 

• バッテリー残量表ち補正実行中にパソコンの電源を切ると（停電や、誤って AC アダプターまたはバッテリーパック 
を取りかすなど)、バッテリー残量表ちは補正されません。 

• バッテリー残量表示補正は、次の手順でら実行でをまず。 

① パソコンを再起動する。 

② パソコンの起動後すぐ、 [ Panasonic ] 起動画面び表ちされている間に ES +三 （ F 9)‘ 4 を巧す。 

③ バッテリー残量び表をされた5 ( Enter ) を巧す。 

④ 画面の指示に従って操作を行ラ。 


テンキーモデルの場合は、 USB キーボードを使って F9 を巧してください。 
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バッテリーパックを交換する 


バッテリーチャージャー(別売り）またはクレードル（別売り）をお持ちの場合は、どち5かのバッテリーび消費してい 
る間に、もう一方の/くッテリーパックを取り外して充電することびできます。 

バッテリーパックは消耗品のため、交換び必要になります。バッテリーによる駆動時間び著しく短くなり、バッテリー残量 
表を補正を実行した後でち性能び回復しない場合は、新しいちのと交換してください。 


お願い 


• バッテリーパックは、お買い上げ時には充電されていません。初めてお使いになる前にぶ、ず充電してください 。 AC 
アダプターを接続すると自動的に充電び始まります。 

• 必ず本機専用のバッテリーパックを使用してください。 


交換/取りがしびできるノ くッテ U —パックをチェックする 

下記の表をご覧になり、バッテリーパックの交換/取り外しを正しく行ってください。誤ってパソコンを終了してしまラ 
と、データの消失やパソコンの故障の原因になりまず。 


電源オンまたは 
スタンバイ状態の 
とさ 

AC アダプターを接続 
していない場合 

片方のバッテリーパックのみ交換/取り外しできまず。 

バッテリーカバーを開いたとさに、バッテリー状態表示ランプび赤色 
に点滅します。 

-点滅び4秒間隔のとき：取り外しできまず。 

-点滅び 0.5 秒間隔のとを：取り外しできません。 

AC アダプターを接続 
している場合 

両バッテリーパックとち交換/取り外しできまず。 

電源オフのとさ 

両バッテリーパックとも交換/取り外しできまず。 

休止状態のとき 

両バッテリーパックとち交換/取り外しできます。 
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1 パネル側を下にしてパソコンを置く。 

• 柔5かい巧の上などに置いてください。 

2 八ンドストラップ左ちの金具をパソコンからがす。 

図は左側を例に説明していまず。 

① 金具を通っている八ンドストラップの端をはがす。 

② 金具の上部を手前に引<。 

③ 金具をパソコンか5抜く。 

• ち側ち同様に行ってください。 


3 ハンドストラップ全体をめくり上げる。 


4 バッテリーカバーのラッチ （ A ) を押したままスライドさせ、 
□ックを解除する。 

じ(下は、バッテリー1の取りかし/取り付けを例に説明していまず。 

• バッテリー2も同様に行ってください。 
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5 


6 


7 


8 


バッテリーカバーを取りがず。 

• バッテリー状態表ちランプの赤色点滅を確認してください。 （今33ペー 
ン） 


タブを持ってバッテリーパックを取りがす。 

① バッテリーパックを少し手前に引く。 

② バッテリーパックを持ち上げる。 


新しいバッテリーノ ックを入れる。 

① （ B ) の面に合わせてバッテリーパックを置く。 

② バッテリーパックを奥へ巧し込む。 





バッテリーカバーを取り付ける。 

① カバーの m 側をパソコンの溝に差し込む。 

② ラッチ側を巧してカバーを閉じる。 

• カバーびしっかり閉じないとさは、 m 側を差し込み直してください。そ 
れでも閉じない場合は、バッテリーパックび確実に入っているか確認し 
て < ださい。 
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9 バッテリーカバーを巧さえたまま、ラッチをスライドさせて 
□ックする。 


10 ハンドストラップを元通りに取り付ける。 

• 手順 2 (①〜③） を逆に行ってください。 



お願い 


• パソコンを持ち運ぶ際にバッテリーパックび落ちないよラ、ラッチび正しく□ックされていることを確認してくだ 
さい。 


謗 

Li-ion 00 


不要になった充電式電池（バッテリーパック）は、貴重な資源を守るため 
に、廃棄しないで充電式電池リサイクル協力店にお持ち< ださい。 

使用済み充電式電池（バッテリーパック）の届け先 
-最寄りの充電式電池リサイクル協力店へ。 

詳しくは、有限責任中間法人 JBRC のホームページをご参照ください。 
ホームぺージ： http :// www . jbrc . net/hp (2008 年10月現在） 
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自動表示機能を有効にする 


初めて Windows に□グオンした場合、画面ち下に PC 情報ポップアップの自動表ち機能を有効に設定するための画面び表 
おされまず。次の手順を行って<ださい。 

1 [ Panasonic か5のお知5せが1件ありまず]をクリックする。 



2 確認の画面で[はい]をクリックする。 

バッテリーに関する情報の自動表示機能び有効になります。 

脚驾、定期的にバッテリーに関する情報びあるかチェックしまず。 


お知5せ 


• 確認の画面で[しル)え]または[キャンセル]をクリックした場合 
• [いいえ]をクリックした場合 

L ソ降、確認の画面び表ちされなくなりまず。 PC 情報ポップアップの自動表示機能を有効にするには、 r 設定を変更 
する」をご覧になり、設定してください。 

• [キャンセル]をクリックした場合 

次回 Windows に□グオンしたときに、再度確認の画面び表示されまず。 

• PC 情報ポップアップの自動表ち機能を有効にずるための確認画面は、新し<作成したユーザーアカウントで初めて 
Windows に □ グオンした場合も表おされます。 
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バッテリーに関する情報を確認する 


PC 情報ポップアップの自動表を機能を有効に設定していると、画面ち下に次の場合に[バッテリーに関するお知5せび X 件 
あります]といラルポップアップ画面び表示されまず。 

バッテリーパックの状態は定期的に確認されるため、該当の状態になったとさにおずバッテリーに関する情報び表おされ 
るちのではありません。 


J か刊-に関するわ巧らせが X 件あ姑す 


• バッテリー巧■表示補正に関ずるお知5せ 

バッテリーパックの使用開始日、または前回のバッテ U - 残■表お補正か5180曰 ULh 経過している場合 
• バッテリーパックの消耗に関ずるお知5せ 

現在の満充電容量び g き入時に比べて31%〜50%の場合（割合（％)はル数点な下切り捨て） 

• バッテリーパックの交換に関ずるお知5せ 

現在の満充電容量び g き入時に比べて30% L ソ下の場合（割合（％)はル数点 L ソ下切り捨て） 


ルポップアップ画面びち下に表ちされた場合は、次の手順でバッテリーに関する情報を確認してください。 


1 [バッテリーに関するお知5せが X 件あります]をクリックずる。 


バ I ッ刊-に関するが□ら廿が X 件技巧す 
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2 詳細を確認ずる。 



(画面は一例でず) 


A . バッテリー残量表示補正を行ラちびよい場合に表おされまず。ク U ックずると、 r バッテリー残量表ち補正 
ユーティリティ」び起動しまず。 

B . クリックすると、再度自動的にお知5せを表をします。 [▼] をクリックすると、再度自動的にお知5せずるま 
での間隔を設定でさます。 

C . クリックすると、お知5せび自動的に表をされなくなりまず。 

3 曰を クリックし、ウィンドウを閉じる。 


お知5せ 


• 満充電容量は次の方法で確認ずることびでさます。 

現在の満充電容量を確認する。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [PC 情報ビューア ー] -[PC 情報ビューア ー] をクリックする。 

② [バッテリー使用状況]をクリックする。 

③ [満充電容量]の値を確認する。 

購入時の満充電容量を確認ずる。 

① [スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [Panason 句- [PC 情報ビューア ー]- [PC 情報ビューア ー] をクリックずる。 

③ [SMBIOS データ]をクリックする。 

③ [Portable Battery ] をクリックする。 

④ [Portable Battery 1] をクリックまたは、 [Portable Battery 2] をクリックする。 

⑥ [Design Capacity ] の値を確認する。 

セットアップユーティリティで「環境」の設定を変更した場合や、バッテリーパックびセットされていない状態 
でコンピューターを起動した場合などは、正しく表をされないことびあります。その場合はコンピューターを起 
動した後、確認してください。 
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• バッテリー容量を計測し、記憶/学習するためにバッテリー残量表を補正を行って<ださい。 

バッテリー残量表示補正を行わないと、バッテリーパックの消耗や交換に関するお知5せび表ちされない場合びあ 
りまず。 

• バッテリー残量表ち補正を行った場合、次回□グオン時にバッテリーに関する情報の確認を行いまず（「お知らせの 
設定」画面で[自動チェックずる]にチェックマークを付けている項目のみ）。 

• r バッテリー残量表を補正を行ってください」といラお知5せと同時に、同じバッテリーパックの「バッテリーパッ 
クび消耗しています」、 r バッテリーパックを交換してください」といラお知5せび表ちされた場合は、正確なバッ 
テリー容量を得るために、バッテリー残量表を補正を行ってください。 

• バッテリー残量表を補正は、周囲の温度び10で〜30での場所で行ってください。 

低温で実行ずると、正し<ネ甫正されない場合びありまず。 

• 「バッテリーパックを交換してください」といラ画面び表おされた場合は、該当するバッテリーパックを交換してく 
ださい。 

交換方法については、「バッテリーパックを交換ずる」 （今33ぺージ） をご覧ください。 


ルポップアップ画面び表示されていないときにバッテリーパックに 
関するお知 5 せを確認する 


2 


3 


画面ち下のタスクトレイの 琴 またはみをちクリックし、[今すぐ情報をチェ ック] をクリック 
ずる。 


今が’を甜をわ')ウ(凹 ）I 

i 男ミ役'.. I 

/トジ3ン恒甜 M 



ルポップアップ画面び表おされまず。 

お知5せする情報びない場合は、 r お知5せはありません」という画面び表示されまず。 [ OK ] をクリックしてくだ 
さい。 


[バッテリーに関するお知らせび X 件あります]をクリックする。 


I バッ刊 -( こ関する te 巧らせが X 件あ D ます 


画面ち下に表ちされます。 


詳細を確認する。 
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設定を変更する 


各お知5せの表ち条件を変更したり、情報を表おずる機能を無効にしたりすることびでをまず。 

1 画面ち下のタスクトレイの 号 または i をちクリックし、[設定]をクリックする。 

2 [全般]、[バッテリー]か5、設定を変更したい項目をクリックし、必要な項目を設定する。 

3 設定が終わつた5 [0K] をクリックする。 

• [を般] 

すべてのチェックマークをかずと、お知5せずる情報びあってちルポップアップ画面は表をされず、画面ち下のタスク 
トレイの g びみに 変わるだけになります。 



-[ルポップアップによる通知] 

チェックマークを付けると、お知5せびある場合にルポップアップ画面を表示しまず。 

チェックマークをがしても、情報を手動で確認したときにお知5せびある場合は、ルポップアップ画面び表ちされま 
す。 

• [自動的に消す] 

ルポップアップ画面び表ちされてか5消えるまでの時間を設定しまず。 

-[アイコンの点滅による通知] 

チェックマークを付けると、お知5せびある場合に画面ち下のタスクトレイの PC 情報ポップアップアイコンび点滅し 
ます。 

-[効果音による通知] 

チェックマークを付けると、お知5せびある場合に効果音び鳴りまず。 
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• [バッテリー] 

バッテリーに関する情報の表ちの設定を行いまず。 



-[バッテリー1に関する情報をお知5せずる] 

チェックマークを付けると、バッテリー1に関する情報び表ちされます。 

チェックマークをがすと、バッテリー1に関する情報び表示されなくなり、 PC 情報ポップアップび終了しまず。（ア 
イコンび表をされなくなりまず。）再度アイコンを表示させるには、「アイコンについて」の「お知5せ」 （今43ベー 
ゾ） をご参照ください。 

-[お知5せする情報] 

各項目をクリックしてチェックマークをかず/付けると、バッテリー1に関する情報の表ち条件び変更されます。エ 
場出荷時はずべての項目にチェックマークび付いていまず。 

• [自動チェックする] 

チェックマークを付けると、定期的にバッテリー1に関する情報びあるか自動的にチェックします。 

チェックマークをかすと、[今ずぐ情報をチェック]をクリックした場合のみ情報をチェックします。 

[▼] をクリックずると、自動的に情報をチェックする間隔を変更することびできまず。工場出荷時は[毎日]に設定さ 
れています。 

-[バッテリー 2の設定]ボタン 
バッテリー2に関する情報の表示の設定を行いまず。 


お知5せ 


• バッテリーに関するお知5せの設定内容はバッテリーパックごとに保巧されます。 

バッテリーパックを取り外している場合は、すべて無効の状態になり、 PC 情報ポップアップび終了しまず。（アイ 
コンび表おされなくなりまず。）再度アイコンを表ちさせるには、「アイコンについて」の「お知5せ」 （443ペー 
ン') をご参照ください。 
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• 巧めて取り付けるバッテリーパックの[自動チェックする]の設定について 

[自動チェックする]にチェックマークび付くかどラかは、 PC 情報ポップアップの自動表ち機能を有効にずるかどラ 
かの確認画面 （ r 自動表ち機能を有効にする」 （今37ページ） の手順 2 の画面）で設定した内容びそのまま反映され 
ます。 

この画面で[はい]を選択していた場合は、初めて取り付けるバッテリーパックにも[自動チェックずる]にチェック 
マークび付さ、チェックずる間隔は工場出荷時の設定（毎日）に設定されます。 

必要に応じて変更してください。 


アイコンについて 


PC 情報ポップアップは、 Windows を起動すると自動的に起動し、画面ち下のタスクトレイに表ちされるアイコンで各情報 
を確認することびでさます。 


通常は 琴 び表ちされています。 

Siii び表ちされた場合は、 L ソ下の表をご覧ください。 


アイコン 

状態 

Jr 

表ちずる情報びある場合（お知5せずるタイ5ングでアイコンび変わりまず）。 

または、ルポップアップ画面び表示されてか5、一定時間び経過してルポップアップ画面び消えた場合。 
クリックずると、ルポップアップ画面び表示されます。 


お知6せ 


• アイコンび表示されていない場合は、バッテリーパックをセットして、[スタート]-[すべてのプログラム]- 
[ Panasonic ] - [ PC 情報ビューア ー]-[ PC 情報 ポップアップ] をクリックしてください。 

情報を表示するには、 r 設定を変更ずる」 （今 41 ぺージ） をご覧になり、 [バッ テリーに関する情報をお知5せする] 
にチェックマークを付けてください。 
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SD メモリーカードについて 


• 本機のメモ U - 力ードス□ットは 、 SD メモ U - 力ードと SDHC メモ U - 力ード （2 GB を超える容量を持つ SD メモ U - 
力ード）に対応しています。 

• miniSD メモリーカードおよび microSD メモリーカードを使う場合は、必ず専用のアダプターに装着し、アダプターごと 
おさ挿ししてください。ス□ット内にアダプターを残さないでください。 

• 他の機器で SD メモリーカードを使ラ場合は、その機器で力ードをフォーマツトしてください。詳しくはを機器の取扱説 
明書をご覧 < ださい。 


取り扱いおよび保管上のお願い 

• パソコンか5 SD メモリーカードを取り出したをは、ケースに入れて保管してください。 
• 次のことを行わないでください。 

. 分解や改造 

-強い衝撃を与える、曲げる、落とす 
-端子部に指や金属で触れる 

-貼5れているラベルをはびしたり、新たにラベルやシールを貼る 
• 次のよラな場所には置かないでください。 

-直射日光のあたるところや車内など、温度び高くなるところ 
-ほこりのをいところや湿度の高いところ 
-腐食性のガスなどび発生するところ 


データの 取り扱い上のごま意 

• 力ードの書さ込み禁止スイッチ （ A ) を 「 LOCK 」 側にしてください。データの録音 
(チェックアウト）、保を、編集などをずるときには解除してください。 

• 大切なデータは他のメディアにちバックアップしておくことをお勧めします。 

• 廃棄するとさは、個人データなどの流出を防ぐために、金植などで物理的に破壊すること 
をお勧めします。 
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SD メモリーカードの取り付け/取り出し 


お願い 


• Windows のデスクトップ画面び表をされるまで 、 SD メモリーカードの取り付け/取り出しは行わないでください。 
• 次の場合は、力ードを取り出したりパソコンの電源を切ったりしないでください。データび壊れることびありまず。 
-スタンバイまたは休止状態のとを 

• SD メモリーカード状態表ちランプび点打または点滅しているとを 
-データの読み出し中または書さ込み中 
-書さ込み操作の直後 

書さ込み操作の直後は、パソコンび力ードにアクセスを続けていることびありまず。操作び完了する前に力ードを 
取0出すと、データび壊れた0、カードに正常にアクセスでさな<なるおそれびあります。 

• お客さまび記録したデータの損失な5びにその他の直接、間接の障害につさましては、当社は一切の責任を負いか 
ねますので、あ5かじめご了承ください。 

• 無理に力ードを引さ抜かないでください。ス□ットび傷つく場合びあります。 

• 力ードは正しい向さに挿入してください。誤って挿入ずると、力ードとス□ットび損傷する場合びあります。 

• スタンバイ•休止状態か5リジュームした後、約30秒間は SD メモリーカードにアクセスしないでください。 


■ カードを取り付ける 
ブ カバーを 開ける。 

① ラッチを下にスライドして、カバーの□ックを外す。 

② カバーを 開ける。 


2 カードの ラベル面を上にして、角が欠けた方から 挿入する。 

• 初めて挿入した SD メモリーカー问ま、パソコンび認識ずるまでに 0.5 〜1 
分ほどかかりまず。 
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■ カードを取り出す 

準備 

• データを保存し、ずべてのアプリケーシヨンソフトを終了してください。 

• カバーを開けて 、 SD メモリーカード状態表示ランプ （ A ) び消えていることを確認 
して < ださい。 

1 力ードの停止処理を行う。 

① 画面ち下のタスクトレイの 画 をダブルクリックして、 [ SD 記憶装置デバ 
イス]をクリックし、[停止]をクリックする。 

② 画面の指示に従って操作を行ラ。 

• パソコンの電源を切ってか5力ードを取り出ず場合、この手順は必要あり 
ません。 



2 力ードを取り出す。 

① カードを巧す。 

ス□ットか5カードび出てさまず。 

② 力ードをまっすぐ引を抜く。 
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USB 機器の取り付け/取り外し 


■ USB 機器を取り付ける 

ブ カバーを開ける。 

① ラッチを下にスライドして、カバーの□ックを外す。 

② カバーを開ける。 


2 USB 機器を USB ポートに接続する。 

専用のケーブルを使用する場合は、 （ A ) の位置にネジ留めでさまず。 
詳しくは USB 機器の取扱説明書をご覧ください。 




■ USB 機器を取り外す 

1 USB 機器の停止処理を行う。 

① 画面ち下のタスクトレイの 国を ダブルクリックし、 USB 機器を選んで[停止]をクリックする。 

② 画面の指示に従って操作を行ラ。 

• 次の場合は、この手順は必要ありません。 

-パソコンの電源を切ってか5機器を取りかすとさ 
• 9 び表示されてし、ないとき 
-手順 ① で、取りかす機器び一覧にないとを 


2 


USB 機器を取りがす。 
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お知 5 せ 


• クレードル（別売り）をお持ちの場合は、 USB 機器をクレードルに接続することびでをます。 

• USB 機器を使ラには、ドライバーのインス I ルび必要な場合びあります。詳しくは画面の表示または USB 機器の取 
扱説明書をご覧 < ださい。 

• USB 機器を別の USB ポートに接続し直すとさは、ドライバーのインストールび再度必要になる場合びあります。 

• USB 機器び接続されていると、スタンバイ機能や休止状態機能び正常に働かない場合びありまず。パソコンび正常 
に起動しない場合は、 USB 機器を取りかし、パソコンを再起動してください。 

• パソコンのスイッチを入れたまま USB 機器を抜き挿しずると、 ® びデバイスマネージヤに表示され、機器び正しく 
認識されないことびありまず。その場合は、機器を再度抜さ挿しするか、パソコンを再起動してください。 

• USB 機器び接続されていると、電力消費量び増加します。特にバッテリー電力で操作しているとさは、使用していな 
い USB 機器を取りかしておいてください。 
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お知5せ 


• 指紋の特徴や状態により、登録および認証びでさない場合びありまず。 


指紋センサーを使ラには 


指紋を登録-認証するとさは、 LU 下のように行ってください。 


ブ 指をスライドさせる。 

• 読み取り エラーを 防ぐには 

① 人さし指の第一関節か5上の部分をセンサーの上に置<。（ち図参照) 

② 指紋センサーを完全に横切るまで指をスライドさせる。 

-左ちどち5か5スライドさせてち読み取れます。 

• L ソ下のよラな場合は、指紋の登録-認証びでさないことびあります： 

-指をスライドするのび速すぎる、または遅すぎる 
-指び巧れている、または指に傷びある 
-指びめれている、または極度に乾いている 
-指紋に個人を特定するための十分な情報びない 
詳しくは、 r 指紋センサー」 （今95ベー シ） をご参照ください。 



指紋センサー 



お願い 


• 指紋センサーの誤った使用か5生じる損失や故障、または指紋センサーの不具合などによるデータ消失に対して、 
当社は一切責任を負いません。 
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概要 


指紋認証について 

従来のセキュリティシステムでは、ユーザーを認証ずるために 、 ID •パスワードやに力ードなどを使用します。しかしこ 
れ5では、紛失や盗難、ノいッキングの危険びありまず。 

指紋認証は、指紋をパスワードに使うち法です。パソコンをスタートさせたり Windows に□グオンしたりずるために、自 
分の指紋を使ラことびでさます。 

インストール手順 


管理ち権限でバソコンを使ラ場合 
_ステップ1_ 

指紋認証ユーテイ U テイのインス!ル 


■ オンラインマニュアルにアクセスするには 

詳しくは 、 UPEK Protector Suite QL Help メニューをご覧ください。 

• [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [ProtectorSuite QL ] -[ヘルスをクリツクずる。 


各ユーザー占りぐノコンを使ラ場合 


ステップ吕 


ユーザーの指紋を登録ずる 
ユーヴーのデータ 
- Windows □グオンパスワード 
•指紋 

-指紋バックアップバスワード 
• パワーオンバスワード 
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■ セキュリティ機能について 

• 指紋認証機能は、本人認証と識別を完全に保証するちのではありません。指紋認証を使ったこと、または使えなかった 

ことにより発生した損害については、当社では一切責任を負いかねまず。 

• 指紋認証方法は、複数の指紋、暗号化キー、証明データ、パスワードを使います。指紋び使用でをなくなったり、暗号 
化キー、証明データ、パスワードを失ラと、データを使ラことびでをません。指紋認証データは安全な場所にバック 
アップしてください。詳しくは、「バックアップ」 （今54ぺ ージ） をご覧ください。 

• 他社製アプリケーションソフトとの相互運用への保証はありません。 


インストール 


1 指紋認証ユーティリティをインス I ルする。 

① 管理者のユーザーアカウントで□グオンする。 

② 他のプ□グラムを閉じる。 

③ [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックし、 
「 c :¥ util ¥ drivers ¥ fngprint ¥ application ¥ x 86¥ install ¥ setup . exe 」 と入力して、 [0 K ] をクリックする。 

④ [次へ]をクリックずる。 

インス I ルび始まります。画面の指おに従ってください。 

⑤ 「Protector Suite QL 5.6 は正常にインス! -- ルされました。」び表ちされた 5、 [完了]をクリックする。 
確認メッセージび出た 5、 [はい]をクリックしてください。 

パソコンび再起動します。 

⑥ コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンずる。 

画面ち下のタスクトレイに 巧 (Protector Suite QL ) び表ちされまず。 

2 ユーザーの指紋登録をする。 

それぞれのユーザーで行って<ださい。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite QL ] - 口ーザー登録]をクリックする。 

ライセンス同意文をよく読み、[使用許諾契約書に同意しまず]を選択して [0 K ] をクリックずる。 

② [次へ]をクリックずる。 

③ 登録モードを選び、[完了]をクリックする。 
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• 登録モードの設定 

ここでは、登録の設定を一度だけ行えます。 

-バイオメト U ックスデバイスへの登録 

指紋データは直接指紋センサーに登録されまず。指紋センサーに内蔵された八ードウエア保護機能により 
登録データは安全に保管されまず。このモードでは最大21個の指紋を登録でをまず。 

-八ードディスクへの登録 

指紋データはフラッシュメモリーに保存しまず。八ードウエア保護機能は利用でをませんび、登録でさる 
指紋の数に制限はありません。 

• 「完了」画面び表おされた5、説明をよくお読みください。 

• 「ユーザー登録」ウイザードびスタートします。画面の指示に従ってください。 


お知6せ 


• かなくとち2本の指を登録してください。ひとつのデータび破損した場合でち、別の登録データでアカウントとシー 
クレットデータにアクセスずることびでさます。 登録について詳しくは、 r 指紋センサーを使うには」 

(み 49ぺ ーシ） および r 指紋チュートリアル」（下記の方法でアクセス）をご覧ください。 

•[ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [Protector Suite QL ] - [ 指紋チュートリアル]をクリツクする。 


• パワーオンセキュリティを使うことをお勧めします。この機能は、ユーザーのパソコンび BIOS レベルで不正 
にアクセスされることを防ぎまず。 

最初の指紋を登録した後、[パワーオンセキュリティ ] メッセージび表おされまず。[はい]を選択してください。 
① [パワーオンセキュリティ]画面び出た5、[パスワードを管理します]をクリックずる。 

感 [パスワードのタイスの[パワーオン]をクリックし、[パスワードを設讶をクリックずる。 

③ パワーオンセキュリティのパスワードを入力し、 [0 K ] をクリックする。 

④ [閉じる]をクリックする。 

⑥ [パスワードのタイプ]の[パワーオン]にチェックマークを付ける。 

⑥ パ スワード（手順 ③） を入力し、 [0 K ] をクリックする。 

⑦ [次へ]をクリックする。 

-後は画面の指おに従って<ださい。 


お知5せ 


• [パワーオンセキュリティ]の設定は指紋センサーに登録されまず。パワーオンセキュリティで登録でさる指紋は最 
大21個です。 
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セキュリティレベルをさ5に高くする 


BIOS レベルの設定により、パソコンのセキュリティレベルをさ5に高めることびでをます。 

コンピューターの管理者の権限で行ってください。 

<テンキーモデルの場合> 

USB キーボードを、パソコンまたはクレードルの USB ポートに接続してください。 

USB キーボードでは、下記の説明で@キーと組み合わせる操作のとさに （） 内のキーのみを巧してください。 

例：面 + 0 (F2) を巧す 今覃 を巧ず 

ブ スーパーバイザーパスワードを登録ずる。 

次の手順に従ってスー K - J くイザーくスワードを登録してください。 

すでにスーパーバイザーパスワードを登録してある場合は、この手順を省略し、手順 2 に進んでください。 

スーパーバイザーパスワードを登録していない場合、 Protector Suite QL を使って指紋び登録されており、かつパ 
ワーオンセキュリティび有効なとさは、下記手順 ② の後に指紋認証び必要になりまず。 

① パソコンの電源を入れる。または再起動ずる。 

② パソコンび起動を始めた後、 [Panasonic] 起動画面び表ちされている間に+ U (F2) または^ (Del) を 
巧す。 

③ 「セキュリティ」メニューを選ぶ。 

④ 「スーパーバイザーパスワード設定」を選び、互 (Enter) を巧ず。 

⑤ 「新しいパスワードを入力してください」にパスワードを入力し、互 (Enter) を巧す。 

-パスワードは画面に表をされません。 

- 32 個（スペースを含む）までの英数字を入力でさます。 

• 大文字/ル文字は無視されます。 

•查 (Shift) とキーは使用でさません。 

⑧ 「新しいパスワードを確認してください」に再度パスワードを入力し、 (Enter) を巧ず。 

2 高度セキュリティを設定する。 

① r 指紋セキュリティ」を選択し、互 (Enter) を巧ず。 

② 「パワーオンセキュリティ」の「有効」を選択ずる。 

③ 「セキュリティモード」を選択し、「高度」を選ぶ。 

-巧期設定：簡易 

④ 面+ ^ (ESC) を巧し、ヴブメニューを閉じる。 

⑤ 西 + B (F10) を巧し、「はい」を選び 、； r (Enter) を巧してセットアップユーティリティを終わる。 







指紋センサー 


争 BACK 54 NEXT ず 


お知5せ 


• 「高度」セキユリティモードでは、指紋認証をした後でち、スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワード 
の入力び必要になります。「簡易」セキユリティモードでは必要ありません。 


役立つ情報 


バックアップ 


指紋データや認証情報などは、パスポートといラファイルに記録されます。アクシデントによるデータ消失を防ぐために、 
このパスポートファイルをリムーバブルディスクやネットワークドライブなど、安全な場所に定期的にバックアップされ 
ることをお勧めします。内部フラッシュメモリーに保存すると、指紋認証セキュリティの安全性び低くなります。 

また、バックアップパスワードびあれば、いざといラときに指紋認証を回避ずることびでさまず。 r ユーザー登録」ウイ 
ザードを使ってバックアップ/ くスワー ドを設定されることをお勧めします。バックアップパスワードを設定しなかった場 
合は、認証機器の故障によるデータ消失の恐れびあります。 

• 各ユーザーび使用するファイル 

-ユー ザーくスポートデータの(ックアップ 
(巧)期名： < UserAccount >. vtp ) 

埋め込み指紋認証チップやフラッシュメモリードライブの交換、または Windows の再インス I ルを行った場合にこ 
のファイルび必要です。 

パスポートファイルには、指紋、暗号化キー、□グオン認証のデータび含まれていまず。 


お知5せ 


• パックアップするには 

ユーザーデータを保をするために[ユーザーデータのインポートまたはエクスポート]の[エクス ポー ト]を選んでく 
ださい。 

• [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite QL ] -[コント□-ルセンター]-[指綱をクリックずる。 
詳しくは、ソフトウェアのオンラインマニュアル （今50ぺージ） をご覧ください。 


• 各ユーザーび使ラパスワード 

. バックアップパスワードは、機器の故障などのとを指紋認証を回避ずるのに役立ちまず。 


お願い 


• その他のパスワードも、セキュリティに使用しますので、消失しないよラにしてください。詳しくは、ソフトの才 
ンラインマニュアル （今50ベージ） をご覧ください。 
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• パスワードバンク‘ 1 制限：じ(下の Web ページはヴポートされません。 

LU 下の巧術で作成された Web ぺージ 

• Java スクリプトを使って自動生成された Web フォーム。 

-ひとつのフォーム（□グインフイールド、パスワードフイールドなど）に見えるび、内部的には2つの独立した 
フォームで作成された Web フォーム。 

-送信ボタンのない Web フォームでは自動送信のトラブルび起をるかち知れません。^ ( Enter ) で送信でをないずべ 
てのフォームでは、パスワードバンクで入れますび、送信はでをません。 " 

• パスワードバンク‘ 1 制限： LU 下の Windows アプリケーシヨンはヴポートされません。 

. 標準の Windows コント□-ルを使わず、独自のコント□-ルで作成されたアプリケーシヨン。 

• Java ベースのアプリケーシヨンを含むもの。 

この機能については、オンラインマニュアル （今50ぺ ーン） をご覧ください。 


指紋センサーの取り扱いについて 


• 登録と認証の感度は、 LU 下のよラな状況によって変化します。センサー表面の巧れや湿気を乾いた柔5かい巧でふさ 
取って < ださい。 

-指紋センサー表面び、塵、皮脂油、汗などで巧れている。 

-指紋センサー表面び、湿気や結露によって湿っている。 

• 静電気によってセンサーび誤動作ずる場合びあります。指紋センサーに触れる前に、指か5静電気を取り除いてくださ 
し、特にをや他の乾燥状態での静電気にごま意ください。 

• 動作不良や故障び発生するとを： 

-指紋センサー表面び、固いちので擦5れたり、引っかかれたり、または先のとびったちのでつつかれたために傷びつ 
いている。 

-センサーびミ尼ミちれした指で触5れたり、ルさな物体によるダメージで表面にしみびついている。 

-センサー表面びシールで覆われたり、インクで巧れている。 
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パソコンを処分したり他の人に譲渡したりする場合は、不正なアクセスを避けるために所有ちデータを消去してください。 


お知5せ 


• 指紋センサーに登録されたデータは画像データではありません。指紋センサーに登録されたデータか5指紋画像 
データを再生ずることはでをません。 


1 パワーオンセキュリティを無効にずる。 

① 管理者のユーザーアカウントで□グオンずる。 

② [ スタート]- [ ずべてのプ□グラム ]- [Protector Suite QL ]- [コント□-ルセンター]をクリックする。 
- r 指紋コント□-ルセンター」画面び表ちされまず。 

③ [設定]をクリックし、[パワーオンセキュリティ]をクリックずる。 

④ [指紋によるパワーオンセキュリティを有効にずる]のチェックマークを外し、 [0 K ] をクリックする。 

⑤ [指紋]をクリックし、[指紋の登録、または編集]をクリックする。 

-「ユーザー登録」画面び表をされまず。画面の指をに従って<ださい。 

⑥ r ユーザーの指紋」画面び表ちされた5、指紋サンプルを消さずに[次へ]をクリックずる。 

⑦ [パスワードを管理します]をクリックする。 

⑧ [パスワードのタイプ]の[パワーオン]を選び、[パスワードを未設定]をクリックずる。 

⑨ パワーオンセキュリティのパスワードを入力し、 [0 K ] をクリックする。 

⑩ [閉じる]をクリックずる。 

-[パスワードのタイプ]に何ち項目びないことを確認してください。 

⑩ [次へ]-[次へ]をクリックする。 

⑩ [完了]をクリックずる。 

-画面の指ちに従って<ださい。 

2 J 旨紋データを削除ずる。 

さユーザーで行ってください。 

① [指紋]をクリックし、[削除]をクリックする。 

「指の読み取り」画面び表ちされまず。 

② ユーザーの指をスキャンする。 

-認証に成功ずると、確認メッセージび表ちされまず。 

③ [はい]をクリックずる。 

-ユーザーデータび削除されたことを確認してください。 
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お知5せ 


• 登録モードび 「 A - ドディスクへの登録」 （今52ぺージ） に設定されている場合は、手順 2 の後に指紋データを削除 
することび必要です。 

コンピューターの管理者の権限で行つて < ださい。 

① [ スタート]- [ ずべてのプ□グラム ]- [Protector Suite QL ]- [コント□-ルセンター]をクリックする。 

② [設定]をクリックし、 r パワーオンセキュリティ」をクリックする。 

③ 指紋を選び、 [ 削除]をクリックずる。 

-すべての指紋を確実に削除してください。 


3 Protector S 山 te をアンインストールする。 

① 管理者のユーザーアカウントで□グオンずる。 

② すべてのプ□グラムを閉じる。 

③ [スタート]-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムの追加と削除]をクリックする。 

④ [Protector Suite *.*] をクリックし、[削除]をクリックする。 

⑥ 悄 Ij 除ずる]を選ぶ。 

⑥ [全ての Protector Suite *.* のデータを削除ずる]を選び、[次へ]をクリックずる。 
-アンインス!ルび始まります。画面の指おに従ってください。 

⑦ アンインストール終了のメッセージび表ちされた5 [完了]をク U ックずる。 

-確認メッセージび出た場合は、[はい]をクリックしてください。 

-パソコンび再起動します。 





指紋センサー 
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「困ったとさの Q & A 」 で指紋センサーの問題 （今95ページ） び解ミ夫しない場合は、最終処置とやり直しを行ラことびでを 
ます。ただし、パスワード、シークレットキー、および指紋データは消失しまず。 

① コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンする。 

• Windows □グオンパスワードで常にパソコンにアクセスでさます。 

イ更利モードでは、どのユーザーも Windows □グオンパスワードでパソコンにアクセスできます。 

② 次回、パスワード、シークレットキーや登録した指紋を使ラ予定びある場合は、パスポートをファイルに書を出 
す。 

-すでに最新のパスポートを書さ出している場合は、この手順は不要でず。 

-バイオメトリックス認証で指び認識された5、 r ユーザーデータのインポートまたはエクスポート」画面を使っ 
て指をスキャンし、画面の指をに従って続けてください。 

-バイオメトリックス認証で指び認識されない場合は、 r ユーザーデータのインポートまたはエクスポート」画面 
を表示させ、指紋認証なしでパスポートを書さ出すことびでさます。この場合は指紋ダイア□グをキャンセルす 
ることび必要で、パスワードを要巧されまず。[拡張セキュリティ]を使わない場合は、 Windows □グオンパス 
ワードを入力してください。または、[拡張セキュリティ]バックアップパスワードを入力してください。 


お願い 


• バックアップパスワードなしで[拡張セキュリティ]を使ラ場合、データをバックアップする方法はありません。 
-バイオメトリックス認証び動作しない場合は、データをバックアップする方法はありません。 


③ パスポートの削除 

-悄 Ij 除]画面を使います。保存されたデータ（パスワード 、 [File Safe ] 暗号化キー）び消失しますのでご注意くだ 
さい。 

データをバックアップしてある場合は、次の手順で復元でさます。データをバックアップしていない場合は完全 
に消失します。 

削除操作を行ラには、指紋確認操作をキャンセルしてパスワードダイア□グを表おさせます。 Windows □グオン 
；スワードむ V いウ了ッつ1 くスワードを入力してください。 

④ 指紋センサーび動作していることを確かめる。 

-チュートリアル画面を使って、指紋センサーの動作を確認してください。動作しない場合は、再起動して再度 
行ってください。それでち動作しない場合は、当社ご相談窓□にご連絡ください。 

⑥ パスポートを復元または作成する。 

. データをバックアップしてある場合はすぐ、[ユ-ザ-データのインポ-卜またはエクスポート]を使ってデータ 
を復元してください。または[指紋の登録、または編集]を使って新しいパスポートを作成してください。 






クレードル/ミニポートリプリケーター 令 BACK 59 NEXT 卡 

本機をクレードル（別売り）またはミニポートリプリケーター（別売り）に取り付けることで、いろいろな外部機器を接 
続でさるよラになりまず。 

ここでは、クレードルの場合を例に説明します。詳しくは、クレードルまたはミニポートリプリケーターに付属の説明書 
をご覧 < ださい。 

■ パソコンをクレードルに取り付ける 

1 パソコンの電源を切る。 

• スタンバイ機能や休止状態機能は使わないでください。 

• ずべての外部機器を取りがし、端子のカバーを閉じてください。 

2 パソコンをクレードルの上か5挿入する。 


3 パソコンを少し奥に倒して、クレードルに固定する。 


お願い 




■クレードルのドライバーはパソコンにインス I ルされています。 

• 電源オン時やスタンバイ-休止状態でクレードル/ミニポートリプリケーターを取り付けたり取りがしたりするこ 
とはでさません。 

■クレードルやミニポートリプリケーターのコネクター部に不純物びついている場合はブラシなどで仏い落としてく 
ださい。水分び付着した5ふさ取ってください。接触不良の原因になります。 

<クレードルのみ> 

• USB フ□ッピーディスクドライブや USB CD / DVD ドライブか5パソコンを起動する場合は、パソコンの USB ポート 
に接続してください。クレードルの USB ポートか引ま起動できません。 








外部ディスプレイ 
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<クレードル接続時のみ> 

画面の表示先をか部ディスプレイに切り替えることびでをます。 

パソコンの電源を入れる前に、外部ディスプレイをクレードルの外部ディスプレイコ 
ネクター ( A ) に接続してください。 


お知らせ 



• スタンバイ•休止状態か5のリジューム後または再起動をの表ち先は、スタンバイ•休止状態に入る前または再起 
動前と異なる場合びありまず。 

• Windows の起動後に表ち先を切り替える場合、切り替えび完了ずるまでキーに触れないでください。_ 

• Windows び起動ずるまで（セットアップユーティリティなど）は、同時表ちにずることびできません 。 Fn + I 
(□/ 回 )’ 1 を巧ずと、が部ディスプレイまたは内部 LCD に切り替わります。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使用してユーザーを切り曾えると、表ち先を@ + i (□/ 回 )’ 1 で切り替え5れな<な 
ることびありまず。その場合はすべてのユーザーを□グオフし、パソコンを再起動してください。 

• [コマンドプ□ンプト]の全画面表示には対応していません。 

[コマンドプ□ンプト]を全画面表示にしないでください。 

• スタンバイ•休止状態のとをに、か部ディスプレイを接続したり取り外したりしないでください。 

• 接続するディスプレイによっては、表ちの切り替えに時間びかかることびありまず。 

• 高解像度の外部ディスプレイを使用する場合、 [ Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for mobile ] で [ MID ] に切 
り替をると、画面の色や解像度、リフレッシュレートび変更されることびありまず。 
f 百+ i (□/ 回 )’ 1 を巧して表ち先を切り替えることをお勧めしまず。 

• か部ディスプレイのみを使用ずる場合は、内部 LCD のみ、または同時表ちをずる場合とは別に、外部ディスプレイ 
に適した色数、解像度、リフレッシュレートを設定してください。 

設定によっては、か部ディスプレイ画面び乱れたり、マウスカーソルび正しく表ちされなかったりずる場合びあり 
ます。その場合は設定値を下げてください。 

• 同時表示しているときは、 DVD - Video 、 MPEG ファイルなどの動画びスムーズに再生されない場合びありまず。 

• 外部ディスプレイの取扱説明書をよ<お読み<ださい。 

• プラグアンドプレイに対応していない外部ディスプレイを接続する場合は、下記メニューで適切なドライバーを選 
択するか、か部ディスプレイに付属のドライバーディスクを使用してください。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[デスクトップの表ちとテーマ]-[画面]-[設定]-[詳細設定]-[モニタ]- 
[プ□パティ]- [ ドライバ]- [ ドライバの更新] 

• 画像び正南に表をされない場合は、下記メニューで[八ードウエアアクセラレータ]の値を下げてください。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[デスクトップの表ちとテーマ]-[画面]-階定]-[詳細設定]- [ トラブルシュー 
テイ ング] 


テンキーモデルの場合 ： Fn + 4 (□/ 巨]) 









外部ディスプレイ 
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お願い 


• か部ディスプレイを取りがず前に、0! + 1(こ]/回)’ 2 を巧して内部 LCD に切り替えてください。切り替えをしない 
と、取りがず前と後で画質び異なる場合びあります（解像度び正しくないなど)。その場合は、 f 百 + !(□/ 回)‘ 2 を 
巧して画質をリセットして<ださい。 

• 次の操作を行ラと、画面び乱れる場合びあります。その場合は、パソコンを再起動してください。 

-高解像度または高リフレッシュレートに設定した外部ディスプレイを取り外す 
•パソコン操作中にか部ディスプレイの接続や取りかしを行ラ 


テンキーモデルの場合： Fn + 4 (□/◎) 


表示巧を切り替える 


1 西 + 1〇/回)* 3 を巧ず。 

巧ずたびに、じ(下のよラに切り替わります。 

内部 LCD 今同時表示今か部ディスプレイ 

• 画面び切り替わ5ない場合は、デスクトップをちク U ックし、[グラフィックプ□パティ]をクリックした後、 
画面を選択してください。 

テンキーモデルの場合： Fn + 4(〇/〇 ) 








LAN 機能 t BACK 62 NEXT ず 

< クレードルまたはミニポートリプリケーターを接続時のみ > 


LAN を接続する 


1 パソコンの電源を切る。 

• スタンバイ機能や休止状態機能は使わないでください。 

2 パソコンをクレードルに取り付ける 

3 LAN ケーブルを使って、 LAN コネクター ( A ) とネットワー 
クシステム (サーバーや八ブなど）を接続ずる。 

4 パソコンの電源を入れる。 



蟲 





無線通信をオン/オフする t BACK 63 NEXT 节 

無線通信のオン/オフを切り替えるには、3つの方法びあります。 

• 無線切り替えスイッチ（電源端子のち側）で切り替える 
• 無線切り替えユーティ U ティを使う （今64ぺージ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューの設定を変更する （今78ぺージ） 


お知5せ 


• 無線 LAN について詳しくは： 今66ぺージ 
• Bluetooth について詳しくは： 今71ぺージ 

• ワイヤレス WAN ’ 1 について詳しくは：今無線機器の説明書をご覧ください。 


ワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ 


無線切り替えスイッチで切り替える 


ブ カバーを開ける。 

① ラッチを下側にスライドして、カバーの□ックをがす。 

② カバーを開ける。 




■ すべての 無線通信を無効に するには 
2 無線切り替えスイッチ （ A ) を OFF 側にずる。 

• 操作は付属のスタイラスペン （ B ) を使用してください。 


■ 無線通信を有効にするには 
2 無線切り替えスイッチ （ A ) を ON 側にする。 

• 操作は付属のスタイラスペン （ B ) を使用してください。 

• 工場出荷時は、無線切り替えスイッチを ON にすると、ずべての無線機器 
び有効になるよラに設定されています。 















無線通信をオン/オフする 
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お知5せ 


• 無線切り曾えスイッチユーテイリテイをアンインス I ルする場合は、無線切り替えスイッチを入れてください。 
• あまりに短い間隔でスイッチを繰り返し ON/OFF しないでください。 


■ 無線通信の状態を確認するには 


1 画面も下のタスクトレイの r 無線切り替えユーティリティアイコン」 （み^ または 0^ ) に力ーソルを合ね 
せる。 

ツールの ヒントび表おされます。 


お知5せ 


• 無線切り替えスイッチの入/切の直後には、再起動や□グオフをしたり、スタンバイ•休止状態に入ったりしないで 
<ださい。 

• Windows の起動処理中/シャットダウン中は、無線切り替えスイッチの入/切をしないでください。 

• 無線通信を行うためには、セットアップユーティリティの r 詳細」- r 無線設定」メニューの無線機器（[無線 LAN ]/ 
Bluetooth / ワイヤレス WAN ’ 2 ) を「有効」（工場出荷時）に設定してください。 （今78ぺーシ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」- r 無線設定」メニューで r 無線スイッチ」を「無効」に設定する （今78 
ぺージ） と、画面ち下のタスクトレイに無線切り替えユーティリティアイコンび表示されなくなります。すべての 
無線機器撫線 LAN / Bluetooth / ワイヤレス WAN ’ 2 ) は、無線切り替えスイッチの状態とは関係なく使用できる状 
態になりまず。 

• 無線切り替えスイッチを切にしてか5無線 LAN 通信びオフになるまで、時間びかかることびあります。 

• [デバイスマネージャ]で IEEE 802.1 1 a 設定を変更すると （今69ぺー ジ)、 それにともない状態表をも変わります。 

• Intel ® PROSet/Wireless Software で、無線 LAN の状態を確認することびできます。次のどち5かの手順を行ってくだ 
さい。 

• 画面ち下のタスクトレイの ^|、 圈 、す または |^] をダブルクリックする。 

•[ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [Intel PROSet Wireless ] - [WiFi Connection Utility ] をクリツクずる。 


つワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ 


無線切り替えユーティリティを使う 


無線切り曾えユーティリティを使って、無線切り替えスイッチの設定を変更ずることびでをまず。また、画面ち下のタス 
クトレイのアイコンを使って無線機器を有効/無効にずることちでさます。工場出荷時には、ずべての無線機器びオンに 
設定されています。 





















無線通信をオン/オフする 
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■ 無線切り替えユーティ U ティアイコン 

画面ち下のタスクトレイの無線切り替えユーティリティアイコンは、無線機器の状態を表しまず。 
.医 :無線機器びオンのとさ 
.屋 :無線機器びオフのとさ 

- ^ :無線機器びセツトアップユーテイリテイで無効になっているとさ 


■ 無線機器を個別にオン/オフする 

1 画面ち下のタスクトレイの r 無線切り替えユーティリティアイコン」（固または 固） をク 
U ックし、ポップアップメニューを表示ずる。 

2 無線機器を選んで、オンとオフを切り替える。 


■ 無線切り替えスイッチの設定を変更する 

工場出荷時の設定では、無線切り替えスイッチを OFF にすると、 OFF にする直前の各無線機器のオン/オフの状態び保巧 
されます。この設定は変更ずることびでさます。 

[毎回ダイア□グを表示してオンずるデバイスを選択ずる] 

無線切り替えスイッチを ON にしたとさ r 無線切り替えユーティリティ」画面び表ちされます。その画面で無 
線機器ごとにオン/オフを設定でさます。 

[じ TF のデパイスをオンずる] 

無線切り曾えスイッチを ON にしたとをにオンにしたい無線機器を選択してください。 

[ 無線スイッチをオフした時のデバイスの状態に戻ず](工場出荷時の設定） 

無線切り替えスイッチを ON にずると、最後に無線切り替えスイッチを OFF にしたとさの無線機器のオン/ 
オフ設定び選択されます。 

1 画面ち下のタスクトレイの r 無線切り替えユーティリティアイコン」 （因または^]) をク 
リックし、[設定]をクリックする。 

2 無線切り替えスイッチに割り当てたい設定を選択ずる。 

3 [0 K ] をクリックする。 















mm LAN 機能 
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お願い 


• 無線 LAN を通じてパソコンに無断アクセスされないよラにずるには 

無線 LAN をご使用になる前に、暗号化などのセキュリティ設定を行うことをお勧めしまず。設定をしないと、共有 
ファイルなどフラッシュメモリー上のデータに無断でアクセスされる危険性びあります。 


お知5せ 


• 通信は無線 LAN アンテナ （ A ) を通じて行われまず。手や体などでアンテナ部をふ 
さびないで < ださい。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使ってユーザーを切り替えた後、無線 LAN び使えな 
くなる場合びあります。 

• 電子レンジの近くでは通信速度び遅くなります。 

• 無線 LAN を使うには、セットアップユーティリティの「詳細」- r 無線設定」メ 
ニューで「無線 LAN 」 を「有効」（工場出荷時の設定）に設定してください。 

(今78ベー ジ） 














無線 LAN 機能 
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■ 無線 LAN 通信をオン/オフする 

今63ぺージ r 無線通信をオン/オフする」 

■ 無線 LAN の通信状態を確認する 

1 画面ち下のタスクトレイの r 無線切り替えユーティリティアイコン」（固または 0) の上 

に力ーソルを置く。 

ツールチップび表ちされます。 


お知5せ 


• 無線切り曾えユーテイ U テイアイコン （^| または 
フ状態を表していまず。 

•[ デバイスマネージャ]で IEEE 802.1 1 a 設定を変更すると、それにともない状態表示も変わりまず。 

• Intel ® PROSet / Wireless ソフトウエアの状態を確認ずるには、次のどち5かの手順を行ってください。 

-画面ち下のタスクトレイの ^|、 または |^| をダブルクリックする。 

•[ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [Intel PROSet Wireless ] - [WiFi Connection Utility ] をクリツクずる。 


0^ ) は、 IEEE 802.1 1 a の設定ではなく、無線通信のオン/才 




















無線 LAN 機能 
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イルを設定する 


1 画面ち下のタスクトレイの^、^または I ホ I を夕’ブルクリックする。 

[インテル （ R ) PROSet/Wireless WiFi 接続ユーテイリテイ]の画面び表巧されまず。 

• I '^ l かをダブルク U ックした場合は、手順 3 に進んで<ださい。 

2 手順 ブで鬧 をダブルクリックした場合は、無線切り替えスイッチを入にする。 （ 63ぺ一 

ソ） 

3 画面ち下の[プ □ファイル] をクリックし、[追加]をクリックする。 

4 プ□ファイル名とワイヤレスネットワーク名 （ SSID ) の入力、および必要な変更を行ってか 
5 [巧へ] をクリックする。 

5 必要な設定を行ってか5 [0 K ] をクリックする。 

6 作成したプ□ファイル名を選択し、[接続]をクリックする。 

7 [閉じる]をクリックする。 


お知5せ 


• プ□ファイルの設定はユーザーごとに必要です。 

• ネットワーク環境により設定は異なりまず。詳しくは会社のシステム管理ちまたはネットワーク管理ちに確認して 
<ださい。 

• Intel ® PROSet / Wireless のソフトウエアについて詳しくは、メニューバーの[ヘルプ]を参照してください。 



















無線 LAN 機能 
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無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a (802.11 a ) の設定 


無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a (5.2 GHz 巧.3 GHz 帯無線 LAN / J 52、 W 52、 W 53) を使って屋かで通信を行うことは、電波 
法で禁止されています。無線切り替えスイッチを入にして本機を屋外で使用ずる場合は、あ5かじめ IEEE 802.1 1 a を無効 
に設定してください。 

1 画面ち下のタスクトレイの^または お I をクリックする。 

2 [802.11 a 有効]または [802.11 a 無効]をクリックする 


お知5せ 


• 無線切り替えユーティリティアイコン（^1または 
/ワイヤレス WAN ’ 1 のオン/オフ状態をちしています。 

ワイヤレス WAN 内蔵 モデルのみ 

• パソコンび IEEE 802.11 b / g アクセスポイントに接続されているときに、 IEEE 802.1 1 a を有効または無効にすると、 
-時的に通信び途切れることびありまず。 

•[ デバイスマネージャ]でも IEEE 802.1 1 a の設定を変更することびできます。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフ ォー マンスとメンテナンス]-[システム]- [ハードウエア]- [デバイス 
マネージャ]をク U ックする。 

感 [ネットワークアダプタ]をダブルクリックし、 [ Intel ( R ) WiFi Link 5100] をダブルクリックずる。 

③ [詳細設定]をクリックし、[プ□パティ ] の[ワイヤレスモード]を選択ずる。 

④ [値]の[デフォルト値使用]か5チェックマークをかし、設定 （[802.11 a と802.11 g ] など）を選択する。 

⑤ [ OK ] をクリックずる。 


) は、 IEEE 802.1 1 a の設定ではなく、無線 LAN / Bluetooth 
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無線切り替えユーテイリテイのポップアップメニューで IEEE 802.1 1 a を有効または無効にすると、[デバイスマ 
ネージャ]の設定により下記のよラに切り替わります。 


デ V レ r スマネージャの設定 

切り替えユーテイリテイの設定 

IEEE 802.1 1 a が有効のとき 

IEEE 802.1 1 a が無効のとき 

[802.11 a 、802.11 b 、 802.11 g ] 

[802.11 b と802.11 g ] 

a + b + g び有効 

b + g び有効 

[802.11 g のみ] 

[802.11 a と802.11 g ] 

a + g び有効 

g び有効 

[802.11 a のみ] 

[802.11 b のみ] 

a び有効 

b び有効 









お知 5 せ 


通信は Bluetooth アンテナ （ A ) を通じて行われまず。手や体などでアンテナ部を 
ふさびないで < ださい。 

Bluetooth を使ラには、セットアップユーティリティの r 詳細」- r 無線設定」メ 
ニューで 「 Bluetooth 」 を「有効」（工場出荷時の設定）に設定してください。 

(- » 78ぺ ージ） 

電子レンジの近 < では通信速度び遅 < なります。 



■ Bluetooth をオン/オフする 

今63ぺージ r 無線通信をオン/オフする」 

■ Bluetooth の通信状態を確認する 

今64ぺージ r 無線通信の状態を確認するには」 

■ オンラインマニュアルにアクセスする 

1 [ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [ Bluetooth ] - [ ユーザーズガイド]をクリックする。 


Bluetooth 機お 令 BACK 71 NEXT ず 

ケーブルを接続しないで、インターネットや他の Bluetooth 機器にアクセスすることびできます。 









ネットセレクター機能 t BACK 72 NEXT ず 

自宅や会社、出張先など、いろいろな場所でネットワークに接続ずる場合、本機にインス!ルされているネットセレク 
ターび 便利です。 

■ ネットセレクターはこんなときに使う 

• ネットワークの接続ち法を頻繁に切り替える 

例えば、自宅では ADSL 会社では LAN 、 出張先では別の LAN を使っている場合でも、ネットワークの設定（ネット 
ワークプリンターを含む）を簡単に切り替え5れます。 

• プ□バイダーやアクセスポイントなどの接続先を頻繁に切り替える 

例えば、プ□バイダーは1つだび、出張びをくてその都度アクセスポイントを選択する場合でち、簡単にアクセスポイ 
ントの選択びでさまず。 

■ ネットセレクターでできること 


ダイヤルアップ 

• ダイヤルアップ登録したインターネット接続設定などびネットセレクターの画面か5使えます。 

ネットワーク 

• 会社などで使われているネットワークの設定を9件まで登録ずることびでさまず。 

• 現在使用中の設定内容をそのまま登録することびでさます。 

• 通常使ラプリンターに設定されているプリンターち、そのまま登録することびできます。 

• ネットセレクターの画面か5ネットワークの設定や登録もでさます。 

接続方法 

• LAN 、 無線 LAN、LAN +無線 LAN の3種類か5選ぶことびできます。 
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ネットワークへの接続方法や接続先を切り替える 


あらかじめ、モデム、 LAN または無線 LAN など、ネットワークに接続できる設定にしておいてくださし、。 


1 ネットセレクターを表示ずる。 

画面ち下のタスクトレイの r ネットセレクターアイコン」 figl をクリックずる。 

• ネットワーク関係の情報を収集ずるのに時間びかかり、ネットセレクターの起動び遅くなることびあります。 
• パソコンを起動した後、巧めてネットセレクターを起動した場合は、「ネットワーク設定」の画面び表をされ 
ます。2回目じ(降は、前回使用していた画面（[接続方法]または[ネットワーク設定])び表ちされます。 

2 [接続方法]または[ネットワーク設定]をクリックする。 


3 

4 


接続アイテムを クリックし、® をクリックする。 


インターネットやメール、ネットワークなどを利用する。 

• ダイヤルアップ接続を切断ずるとさは 


① 画面ち下のタスクトレイの 



をクリックずる。 


② [接続方法]画面のメニューボタンか5 


E3 


をクリックずる。 


お知5せ 


• 全機能を利用できるのは 、 Internet Explorer 5. 5/6.0 、 Outlook Express 5.5/6.0 に限ります。 

• Internet Explorer や Outlook Express でダイヤルアップ接続の既定値を変更した場合は、その設定び有効になりまず。 
• ネットセレクターのウィンドウサイズを変更することはでさません。 

• Outlook Express の[ツール]-[アカウント]-[メール]-[プ□パティ ] をクリックし、[接続]の[このアカウントには次の 
接続を使用する]にチェックマークを付けている場合は、その接続び有効になります。 

• LAN の設定を行ラ場合は、パソコンをクレードルまたはミニポートリプリケーターに接続して行ってください。 
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• コンピューターの管理者の権限 LU かで□グオンした場合 
. [ネットワーク設定]画面は表おされません。 

• [接続方法]画面： 

-ドメインの設定を行っていない場合、ダイヤルアップ接続の既定の接続アイテムを切り替えることはでさ 
ません。 

• [ LAN ] と[無線 LAN ] を続一して [ LAN ] と表をされます。 [ LAN ] と[無線 LAN ] を切り替えることはできま 
せん。また、 LAN の機器名は表をされません。 


ネットワークへの接続設定を登録する 


会社では LAN 、 出張先では別の LAN を使うなど、ネットワークの接続方法を頻繁に切り替える必要びある場合、さネット 
ワークの接続方法をネットセレクターに登録しておくことびでをまず。 

登録しておけば、接続アイテムを選ぶだけで設定び切り曾わりまず。 


お知5せ 


• モデムによるダイヤルアップの場合、 Windows で新しい接続を追加ずれば、ネットセレクターで接続先を切り替え 
ることびでさまず。 

• ネットワークへの接続設定の登録/変更/削除は、コンピューターの管理ちの権限で□グオンして行ってください。 
• ネットセレクターに登録される設定内容はじ I 下のとおりです。 

• IP アドレス 

• DNS ァ K レス 

• WINS アドレス 
-ゲートウエイ 

• □-カルエリアネットワーク （ LAN ) の設定 
- LAN および無線 LAN の有効/無効 

-通常使ラプリンターの設定 

• Windows ファイアウォールの状態 
-通常使ラ接続の設定 

■クレードルまたはミニポートリプリケーターにパソコンを接続しない状態で[入力した設定を登録する]を行った場 
合、ネットワークの設定画面で [ LAN を有効にする]を選択することびでさません。 

• ネットワーク設定には、ネットワークに関する高度な知識び必要でず。 Windows のネットワークに関する用語や意 
味を十分理解したラえで本機能を使用してください。 
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パソコンの動作環境の設定（パスワード設定、起動ドライブの選択など）をずることびでさまず。 

<テンキーモデルの場合> 

USB キーボードを、パソコンまたはクレードルの USB ポートに接続してください。 

USB キーボードでは、下記の説明で E 0 キ-と組み合わせる操作のとをに （） 内のキーのみを巧してください。 
例 ：而 + U f 2) を巧す今 巧 を巧す 


を起動する 


1 パソコンの電源を入れる、または再起動ずる。 

2 パソコンの電源を入れて、 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、面+0 ( F 2) または 
西+至 ( Del ) を巧す。 

パスワード入力画面び表示された5、パスワードを入力してください。 

スーパーバイザーパスワードで、セットアップユーティリティを起動したとさ 

•セットアップユーティリティのすべての頂目び設定できます。 

ユーザーパスワードで、セットアップユーティリティを起動したとさ 

• 次のよラになります。 

-「詳細」および「起動」メニューでは、項目の設定を変更することはでをません。 

-「セキュリティ」メニューでは、 r ユーザーパスワード保護」び r 保護しない」に設定されている場合に、 
ユーザーパスワードのみ変更でをまず。ユーザーパスワードを削除することはでをません。 

-「終了」メニューでは、「デフォルト設定」および「デバイスを指定して起動」の設定はでをません。 

• FS + 三 （ F 9) (工場出荷時の設定）は使えません。 
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下線は工場出荷時の設定です。 


曰語 （Language) 

Enalish 

円本語 ( Japanese ) 

製品情報 

パソコン情報 

機種品番 

(変更でさません） 

製造番号 


システム情報 


プ□セツヴータイフ 


プ□セツサースピード 


メモリーサイズ 


使用可能メモリー 


八ードディスク 


BIOS 情報 


BIOS 


電源コント □ ーラー 


累積使用時間 


アクセスレベル 
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下線は工場出荷時の設定です。 


システム日付 

[父父父 x / xx / x 父] 

-年/月/曰 

- Tab で力ーソルの移動びでさます。 


システム時間 

[ xx : xx : xx ] 

• 24時間制です。 

- Tab で力ーソルの移動びでさます。 


メイン設定 

タッチパネルモード 

タッチパネルモード 
タブレットモード 
自動 

現在の状態 

タッチパネルモード 

-「タッチパネルモード」び「自動」に設定されているとさのみ表示されます。 

の設定状態に応じ、 
「タッチパネルモー 
ド」または「タブ 
レットモード」のど 

ち 5 かび表示されま 
す。 

ディスプレイ 

外部ディスプレイ 

- Windows び起動するまでの表示先を設定します。外部ディスプレイを接続していないとさは、 

内部 LCD 

r か部ディスプレイ」を選んでいてち、すべての情報び内部 LCD に表示されます。 


環境 

常温 


ち旧 
巧/皿 


自動 

バッテリー1の現在の状況 

バッテリーの状態に 

- r 環境」び「自動」に設定されているとさのみ表示されます。 

よって、「常温」ま 
たは「高温」のどち 

5 かび表示されま 
す。 

バッテリー 2 の現在の状況 

バッテリーの状態に 

- r 環境」び「自動」に設定されているとさのみ表示されます。 

よって、「常温」ま 
たは「高温」のどち 

5 かび表示されま 
す。 
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下線は工場出荷時の設定です。 


CPU 設定 

データ実行防止機能 

無効 

有効 

Hyper Threadina Technology 

無効 

有効 

Intel ( R ) Virtualization lechnology 

無効 

有効 

周辺機器設定 

SD ス□ット 

無効 

有効 

レガシー USB 

無効 

有効 

► お線設定 

ヴブメニュー 
表ち'1 

►シリアルポート設定 

- GPS とパ‘ーコードリーダーの設定をします。 

ヴブメニュー 
表示*2 


L ソ下のサブメニューは「無線設定」を選択するとまおされます。 


無線スイッチ 

無効 

有効 

お線 LAN 

無効 


有効 

ワイヤレス WAN 

無効 

-ワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ 

有効 

Bluetooth 

無効 


有効 


*2 L ソ下のサブメニューは「シ U ァルポート設定」を選択すると表示されます。 


GPS 

無効 


有効 

バ ーコー ドリータ.一 

無効 

-バーコード U —ダー内蔵モデルのみ 

有効 
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起動オプション優先度 

起動オプション# 1 

USB フ□ッピー ‘1 

起動オプション#2 

八ードディスク 

起動オプション# 3 

USB 八ード 
ディスク 

起動オプション# 4 

USB CD/DVD 
ドライブ 


■ 起動順位を変更するには 

工場出荷時の設定は、次のよラになっています。 

rUSB フ□ッピー’^」一「八ードディスク」一 rUSB 八ードディスク」一 rUSBCD/DVD ドライブ」 

• 変更したい起動機器の上で S Enter ) を巧し、下記のメニューか5起動機器を選択してください。 

-選択した起動機器びすでに他の起動オプション(が〜# 4) にある場合は、新しい設定び優先され、重複した起動オプ 
ションと表ちび入れ替わりまず。 

•下記のメニューで「無効」を選択した場合は、その起動オプションをとばして次の起動オプションび有効になります。 


USB フ □ ッピ ー 1 
八ードディスク 
USB 八ードディスク 
USB CD/DVD ドライブ 
無効 


‘1当社製 USB フ□ッピーディスクドライブ（別売り： CF - VFDU 03 U ) 


お知5せ 


• じ(下のデバイスか5起動ずるには、下記のように設定してください。 

• USB 機器か5起動するには、「レガシ ー USB 」 を「有効」に設定をしてください。 （今 78 ぺ ージ） 
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下線は工場出荷時の設定でず。 


起動時の表示設定 

Setup Utility 表示 

無効 

• 「無効」にすると、 [ Panasonic ] 起動画面に [Press F 2 for Setup ] というメッセージが表示されま 

有効 

せんび、 E 豆+呈 ( F 2) キーは働さます。 


起動時のパスワード 

無効 


有効 

スーパーバイザーパスワード設定 

サブメニュー表お 

八ードディスク保護 

無効 

• 「スーパーバイザーパスワード設定」を行っている場合のみ設定でさます。 

有効 

ユーザーパスワード保護 

保護しない 

保護する 

ユーザーパスワード設定 

ヴブメニュー表ち 

-「スーパーバイザーパスワード設定」を行っている場合のみ設定でさまず。 


指紋認証セキュリティ 

ヴブメニュー表ち 

-指紋センサー内蔵モデルのみ 
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設定を保存して再起動 

設定内容を保をして再起動ずる 

設定を保存しないで再起動 

設定内容を保存せずに再起動ずる 

保存オプション 

設定を保をする 

設定内容を保をする 

設定を戻す 

設定内容を変更前の設定に戻ず 

デフオルト設定 

工場出荷時の設定に戻す 

デバイスを指定して起動 

(デバイス情報） 

次回に起動ずるデバイスを選択する 
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本機の八ードウェアび正常に動作していない可能性びある場合は、 PC - Diagnostic ユーティリティを使って診断ずることび 
でさます。 

八ードウェアに問題び発見されたとさは、当社のご相談窓□にご相談ください。 

このユーティリティでは、ソフトウェアは診断でさません。 

<テンキーモデルの場合> 

USB キーボードを、パソコンまたはクレードルの USB ポートに接続してください。 

USB キーボードでは、下記の説明で@キーと組み合わせる操作のとさに （） 内のキーのみを巧してください。 

例： FS + 0 ( F 2) を巧す今巧を巧ず 


で診断できる八ードウ: 



下記の八ードウェアを診断ずることびでさます（ソフトウェアを診断することはでをません）。 

• CPU/System (CPU のチェック） 

• RAM XXX MB (メモリーのチェック） 

• HDD XXX GB (フラッシュメモリーのチェック） 

• Video (ビデオコント□—ラーのチェック） 

• サウンドコント□- ラー‘ 1 

• 無線 LAN 機能 
• ワイヤレス WAN 機能’2 

• Bluetooth 機能 

• GPS 機能 

• USB 

• SD 力ードコント□- ラー 
•キーボード 

• タッチパネル 

診断中に、大きなビープ音が鳴りますので、ヘッドホンを使わないでください 。 （Windows メニューで音声をオフにしている場合 
は、ビープ音は鳴りません。） 

つワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ 

• ビデオコント□-ラー診断の実行中に、画面び乱れることびあります。また、サウンドコント□-ラー診断の実行中に、 
スピーカーか5音び出ることびあります。いずれち故障ではありません。 
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U テイについて 


お知5せ 


• フラッシュメモリードライブとメモリーについては、標準診断と拡張診断のいずれかを選択でさまず。 
PC-Diagnostic ユーテイリテイび起動ずると、標準診断びスタートします。 


• 操作にはか部マウスまたは内蔵キーボードをお使いください。 


操作内容 

外部マゥス操作 

内蔵キ-ボ-ド!^作 

アイコンを選ぶ。 

アイコンの上に力ーソルを置く。 

Space を巧し、 ；石てて を巧す 

m (閉じる）は選択できません）。 

アイコンをクリックする。 

クリックする（ちクリックは使えませ 
ん)。 

アイコンの上で Space を巧す。 

PC-Diagnostic ユーテイリテイを 
終了し、パソコンを再起動する。 

図（閉じる）をクリックずる。 

Ctrl 、 Alt、Fn + 石 ( Del )*^ を巧ず。 

‘3 USB キーボードの場合 ： Ctrl + Alt + 
Del 


診断を実行する 


セットアップユーティリティの設定を工場出荷時の状態に戻して診断を実行してください。 

セットアップユーティリティまたはその他の設定で八ードウエアび無効になっていると、そのノドウエアのアイコンび 
グレー表示されます。 

1 AC アダプターを接続し、無線切り替えスイッチを ON にする。 （み 63ぺ ーシ） 

診断び完了するまで、 AC アダプターを取りかしたり、周辺機器を取り付けたりしないでください。 

2 パソコンの電源を入れるか再起動し、 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、面 + U 
( F 2) または西+至 ( Del ) を巧す。 

セットアップユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表ちされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

• セットアップユーティリティを工場出荷時の設定か5変更している場合は、設定をメモしておくことをお勧め 
しまず。 

3 西+三 （ F 9) を押す。 

確認メッセージで「はしりを選び 、； T Enter ) を巧してください。 
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4 


5 


Fn + i ( F 10) を押す。 

確認メッセージで「はしりを選び、互 Enter ) を巧してください。 
パソコンび再起動します。 


[ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に 、 Ctrl +而+ R ( F 7) を巧す。 


PC - Diagnostic ユーテイリテイび起動ずると、すべてのハードウエアの診断び順番に始まります。 

• パスワード入力画面び表おされた5、パスワードを入力してください。 

• ハードウエアアイコン （ A ) の左側び青色と黄色に交互に点滅し始めるまで、内蔵キーボードは使えま 
せん。 

• 画面上のアイコンをクリックして、次の操作をすることびでさます。 

• Q :診断を最初か5実行する。 

•0 :診断を中止する。 （国 をクリックしても、途中か5再開ずることはでさません。） 



•回 ：ヘルプを表おずる。（画面をクリックずるか、 Space を巧ずと元の画面に戻ります。) 

• 診断状況は、八ードウエアアイコン （ A ) の左側の色で確認でさます。 

-水色：診断を実行していません。 

-青色と黄色び交互に点滅：診断を実行中です。点滅の間隔は、標準診断か拡張診断かにより異なります。 
メモリー診断の場合は、画面び長い間停止状態になる場合びあります。診断び終了するまでお待ち<ださ 


い。 

-緑色：問題は見つかりませんでした。 
• 赤色：問題び見つかりました。 


お知5せ 


• じ I 下の手順で、特定の八ードウエアの診断を実行したり、フラッシュメモリーやメモリーの拡張診断を実行し 
たりすることびでさます。け広張診断はフラッシュメモリーとメモリーのみ）拡張診断は詳細な診断を行ラた 
め、終了するまで時間びかかりまず。 

① D をクリックして診断を中止する。 



② 診断しないハードウエアのアイコンをクリックし、グレー表ち （ B ) させる。 例フラッシュメモ U - 

フラッシュメモリーまたはメモリーの診断を実行しているとさは、アイコンを一度クリックする 
と拡張診断 （「 FULL 」（ C ) びアイコンの下に表をされます）になりまずので、再度クリックして 
アイコンをグレー表を （ D ) させて<ださい。 

③ |3 をクリックして診断を開始する。 
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6 ずべてのハードウェアの彭断が終わった5、彭断結果を確認ずる。 

表示の色び赤色になり 、 ["Check Result TEST FAILED 」 び表ちされた 5、 八ードウェアに問題びあると考え 5 れ 
ます。赤色の八ードウェアを確認し、ご相談窓□にご相談ください。 

表示の色び緑色になり、に heck Result TEST PASSED 」 び表示された 5、 八ードウェアは正常に動作していま 
す。そのままパソコンをお使いください。それでちパソコンび正しく動作しない場合は、ソフトウェアを再イン 
ストールしてください。（二『取扱説明書』「再インストールずる」） 

7 図（閉じる）をクリックするか、 Ctflx 亞、西+至 （ Del )‘ 4 を押してパソコンをち起動する。 

USB キーボードの 場合： Ctrl +丽+ Del 
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パソコンを廃棄または譲渡する場合には、データび流出しないよラ、フラッシュメモリーのデータをすべて消去してくだ 
さい。通常の Windows メニューでデータの消去やフラッシュメモリーの初期化を行った場合でも、特殊なソフトウエアを 
使ラと、消去されたデータび読み出される可能性びあります。フラッシュメモリーデータ消去ユーテイ U テイを使って、 
データをずべて消去して<ださい。 

巿販のソフトウエアをアンインス I ルせずに譲渡ずると、ソフトウエア使用許諾契約に違反ずるおそれびありますので 
ごま意 < ださい。 

<テンキーモデルの場合> 

USB キーボードを、パソコンまたはクレードルの USB ポートに接続してください。 

USB キーボードでは、下記の説明でキーと組み合わせる操作のとさに （） 内のキーのみを巧してください。 

例 ：而 + U ( F 2) を巧す 今巧 を巧す 


フラッシュメモ U - データ消去ユーティリティでは、データを上書さずる方法を用いていますび、誤動作や誤操作び起こ 
ると、データび完全に消去されない場合びあります。また、特殊な機器により読み出される可能性びあります。非常に機 
密性の高いデータを消去する必要びある場合には、専門業者に依頼することをお勧めします。 また' このユーティリティ 
の使用により生じた損失や損害についてはネ甫償いたしかねます。 


お知 5 せ 


• ) ^’ーテイシヨンを指定してデータを消去ずることはでさません。 


準備 

• じ(下を準備してください。 

• Windows XP 用プ□ダクトリカバリー DVD-ROM (付属） 

-当社製 USBCD / DVD ドライブ（別売り）（使用できる CD / DVD ドライブについては、最新のカタ□グなどをご確認く 
ださい。） 

• すべての外部機器 （ CD / DVD ドライブ L ソ外）を取り外してください。 

• AC アダプターを接続する。操作び完了するまで取り外さないでください。 

1 パソコンの電源を切り、 CD / DVD ドライブを USB ポートに接続する。 

2 パソコンの電源を入れて、 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、面 + U ( F 2) または 
西+至 ( Del ) を巧す。 

セットアップユーテイリテイび起動します。 

• パスワード入力画面び表ちされた 5、 スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

3 西 +三 （ F 9) を巧す。 

• 確認のメッセージび表ちされた 5 「はしりを選び、 S ( Enter ) を巧してください。 

4 而 + B ( F 10) を押す。 
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• 確認のメッセージび表おされた5「はしりを選び 、 S ( Enter ) を巧してください。 

パソコンび再起動します。 

5 パソコンの電源を入れて、 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、而+ U ( F 2) または 
西+至 ( Del ) を押す。 

セッ ト アップユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表ちされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

6 プ□ダクトリカバ’リー DVD - ROM を CD / DVD ドライブにセットする。 

7 「終了」メニューの「デバイスを指定して起動」で、接続した CD / DVD ドライブを選ぶ。 

8 呈 I ( Enter ) を押す。 

• パソコンび再起動します。 

• L ソ下の操作中にパスワード入力画面び表ちされた5、スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワード 
を入力して < ださい。 

9 2を押して「2. [ HDD 消去]」を実行する。 

• 操作を中止する場合は、 0 (ゼロ）を巧してください。 

10 確認メッセージび表示された5、 Y を押す。 

11 [<<< スタートメニュー >>>] で 互 （ Enter ) を押す。 

消去にかかるおおよその時間などび表おされまず。 

12 Space を巧す。 

メッセージの内容を確認してか5 S ( Enter ) を巧してください。 

フラッシュメモリーのデータ消去び始まります。 

消去び終了すると「八ードディスクのデータは消去されました。」といラメッセージび表をされます。 

何5かの原因で完了でさなかった場合は、エラーメッセージび表ちされまず。 

• @百 + C で消去を中断することびでさまずび、すでに消去されたデータは元に戻りません。 

13 プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を取り出し、いずれかのキーを押してパソコンの電源を切 
る。 
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エラーコードやメッセージび表ちされた場合は、下記の対処の説明に従ってください。それでち解ミ夫でさない場合、または 
下記 L ソ外のエラーコードやメッセージび表おされた場合は、ご相談窓□にご相談ください。 


エラーコード/メッセージ 

対処 

システム CMOS {直び正しく 
ありません。 

セットアップユーティリティの設定内容を保持しているメモリーの内容び正しくありませ 
ん。これは、プ□グラムなどの意図しない動作により、メモリーの内容び変更された場合に 
起こるエフーでず。 

• セットアップユーティリティを起動し、デフォルト設定にした後、必要に応じて適切な 
値に設定し直してください。 

• それでち表ちされる場合は、データ保持用の内蔵ク□ックバッテリーの交換び必要にな 
る可能性びありまず。ご相談窓 □ にご相談ください。 

システム CMOS のチェック 
サムが正しくありません。 

日付と時刻の設定が正しく 
ありません。01の1/2008に 
設定しました。 

曰付と時刻の設定び正し<ありません。 

• セットアップユーティリティを起動し、日付と時刻を正しく設定してください。 

• それでら表示される場合は、データ保持用の内蔵ク□ックバッテリーの交換び必要にな 
る可能性びありまず。ご相談窓 □ にご相談ください。 

< F 2> キーを押ずとセット 
アップを起動しまず。 

• エラー内容をメモした後、 FS + U ( F 2) または FS + 石 （ Del ) を巧してセットアップ 
ユーティリティを起動してください。必要に応じて設定を変更してください。 （今75 
ぺ ーシ） 








技術肩報 
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ネットワーク接続と通信ソフトウエアについて 


省電力機能は、通信ソフトウェアを終了してか5お使いください。 

• 通信ソフトウェアを使用中に省電力機能（スタンバイ機能や休止状態機能）び働くと、ネットワーク接続び切れたり、 
パフォーマンスび低下することがあります。その場合はパソコンを再起動してください。 

• ネットワーク環境でお使いのときは、[システムスタンバイ]と[システム休止状態]を[なし]に設定ずることをお勧めし 
ます。 

[ スタート]- [ コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]- [ 電源オプシヨン]- [ 電源設定 ] をクリックし 
て < ださい。 


Windows 関連ファイルについて 


Windows XP DVD - ROM に収録された Windows 関連ファイルは、下記のフオルダーにインス I ルされています。 


c :¥ windows ¥ docs 、 c :¥ windows ¥ dotnetfx 、 c :¥ windows ¥ i 386、 c :¥ windows ¥ support 、 c :¥ windows¥valueadd 
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トラブルび発生した場合は、じ I 下の方法をお試しください。じ(下の方法でも解ミ夫しない場合は、当社ご相談窓□にご相談 
ください。ソフトウェアに関する問題は、ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 

. パソコンの使用状態を確認するには （4 101ぺージ） 

■ 終了時 


Windows の終了または再起動がでさ 
ない。 

• USB 機器を取りがしてください。 

• 終了ずるまで1〜2分かかる場合びありまず。 


スタンバイ-休止状態 


スタンバイまたは休止状態に入ること 
びでをない。 

• USB 機器をいったん取りかしてください。それでち正しく動作しない場合は、 
パソコンを再起動してください。 

• スタンバイ-休止状態に入るまで1〜2分かかる場合びあります。 

• リジューム直後はスタンバイ-休止状態には入りません。約1分間お待ちくだ 
さい。 

スタンバイ-休止状態に自動的に入5 
ない。 

• 外部機器を取りがして < ださい。 

• 無線 LAN 機能を使ってネットワークに接続している場合、プ□ファイルを還 
択し、アクセスポイントに接続してください。 （今68ぺ ージ） 

• 無線 LAN 機能を使わない場合は、無線 LAN 機能の電源を切ってください。 

(今63ベー ジ） 

• フラッシュメモリーに定期的にアクセスするソフトウエアを使っていないか 
確認してください。 


サウンド 


音び聞こえない。 

• 円 i + A (▼り))）または Fii + ま（崎り ▲) を巧してミュートを解除してください。’ 1 
• パソコンを再起動してください。 

テンキーモデルの場合： 面+ 三(がのまたは 面+ 7 (<],»▲) 

音び乱れる。 

• FS とのキーの組み合わせによる操作をすると、音び乱れることびありまず。 
再生をいったん停止し、再生し直してください。 

Fn +A ( KH ) または@ +き（崎)) A ) 

で音量を変更でさない。‘ 2 

• Windows のサウンド機能を有効に設定してください。サウンド機能び働いて 
いないと、 g び表おされてち音量は変化しません。 

つテンキーモデルの場合： 

E 豆 +三 (▼<]'))) または Fn + 7 
(崎) ▲) 
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サウンド 


ヴウンドレコーダーを開始したとさ、 

I i.here was an error updating the 
registry 」 が表示された。 

• 最後にヴウンドレコーダーを使用したパソコンの管理者と異なる言語設定を 
している制限ユーザーによってサウンドレコーダーび開始されたとをに発生 
しまず。操作には影響ありません。 


■キーホード 


日本語び入力でさない。 

• さ11+ こを巧して日本語入カモードにしてください。* 3 
‘ 3 テンキーモデルの場合は、ソフトウェアキーボードを使用して、瓦 + ^ を巧して 
日本語を入カモードにしてください。 

特殊文字化、を、？など）や記号び入 
力でさない。 

• 文字コード表を使ってください。[スタート]-[ずべてのプ□グラム]-[アクセ 
サリ]- [ システムツール]- [ 文字コード表]をクリックしてください。 


■ ネツトワーク 


ネットワークに接続でさない。 

• LAN を設定してください。 （今62ぺージ） 

パソコンの MAC アドレスび確認でさ 
ない。 

• 次の手順を行って < ださい。 

① [スタート]-[ずべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[コマンドプ□ン 
プト]をクリックする。 

② fipconfig / allj と入力し^^ ( Enter ) を巧す。 

③ 有線 LAN または無線 LAN の、 r 物理アドレス」と表ちされた行の12け 
たの英数字をメモする。 

④ 「 exit 」 と入力し ♦> ( Enter ) を巧ず。 


無線通信 


ネットワークに接続でさない。 

• 無線切り替えスイッチをスライドして、無線機器をオンにしてください。 （今 
63ぺー ジ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」- r 無線設定」メニューで、「無線 

LAN 」、「 Bluetooth 」 または「ワイヤレス WAN 」 ’ 4 を「有効」に設定してくだ 
さい 。 （A 78ぺ ージ） 

‘ 4 ワイヤレス WAN 内蔵モデルのみ 
• パソコンを再起動してください。 
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■ 無線通信 


無線 LAN のアクセスポイントび検出 
されない。 


• 画面ち下のタスクトレイに I '^ l 、 または > び表ちされていることを確 
認してください。 

表をされていない場合は、無線通信をオンしてください。 （今63ぺージ） 


■ 周辺機器を接続する 


ドライバーのインス1ル中にエラー 
び発生す る。 

• 力ードや周辺機器のドライバーをインス!ルする場合は、 0 S に対応してい 
ることをご確認ください。未対応のドライバーを使用ずると、誤動作につな 
びる場合びあります。ドライバーについては、周辺機器の製造元にお問い合 
わせ < ださい。 

周辺機器び動作しない。 

• ドライバーをインス!ルしてください。 

• 機器の製造元にお問い合わせください。 

• スタンバイ•休止状態か5リジュームした後、マウスなどび正しく動作しな 
いことびありまず。その場合はパソコンを再起動するか、機器を再度初期化 
して < ださい。 

• デバイスマネージャで！び表示される場合は、機器を抜を挿ししてくださ 
し、それでち正しく動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 

• 機器の中には、パソコンび取り付け/取りかしを認識しなかったり、正南に 
動作しなかったりずるちのびあります。 

次の操作を行ってください。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナン 
ス]- [ システム ]- [八ードウェア]- [ デバイスマネージャ]をク 
リックずる。 

② 該当の機器を選択し、 [ 電源の管理]の [ 電力の節約のために、コン 
ピューターでこのデバイスの電源をオフにでをるよラにする]の 
チェックマークをがず。（この I 頁目びない場合ちありまず。） 

接続しているマウスび動作しない。 

• マウスの接続を確認してください。 
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■ 周辺機器を接続する 


USB フ□ッピーディスクドライブび、 
起動ドライブとして動作しない。 

• 当社製 USB フ□ッピーディスクドライブ （ CF - VFDU 03 U ) (別売り）のみお 
使いいただけまず。 

• フ□ッピーディスクドライブを、直接パソコンの USB ポートに接続してくだ 
さい 。 USB ノけ'やクレードルまたはミニポートリプリケーターの USB コネク 
夕一を経由して接続しないでください。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、「レガシ ー USB 」 を「有 
効」に設定してください。 （今78ぺージ） 

• セットアップユーティリティの「起動」メニューで、 r 起動オプション#りを 
「 USB フ□ッピー」にしてください。 （今79ぺーソ） 

• パソコンの電源を切り、 USB フ□ッピーディスクドライブを接続後、パソコ 
ンを再起動して < ださい。 

割り込み要求 （ IRQ )、 1のポートアド 
レスなどのアドレスマップびねか5な 
い。 

• 現在のアドレスマップを確認ずるには、[スタート]-[コント□-ルパネル]-[パ 
フォーマンスとメンテナンス]- [ システムい[八ードウエア]- [ デバイスマ 
ネージャ]-[表を]-[リソース（種類別） ] をクリックしてください。 

印刷でさない。 

• プリンターの接続を確認してください。 

• プリンターの電源を入れてください。 

• プ U ンターはオンラインになっていまずか？ 

• 用紙びなかったり、つまったりしていませんか？ 

• プ U ンターの電源を入れてパソコンに接続後、パソコンを再起動してください。 
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周辺機器を接続する 


LAN の通信速度び極端に遅くなる。 
無線 LAN び切断される。 

• これ5の問題は、 CPU の省電力機能によって、パフオーマンスび低下ずるた 
めに起きる場合びありまず。コンピューターの管理ちの権限で Windows に □ 
グオン後、次の操作を行ってください。 

① [ スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックし、 
rc :¥ uW ¥ cpupower ¥ setup . exe 」 と入力して [ OK ] をクリックずる。 
画面の指をに従って < ださい。 

② [スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ CPU 省電力設定]を 
クリックずる。 

③ [パフオーマンス優先]をクリックし [0 K ] をクリックして、[はい]をク 
リックする。 

パソコンび再起動しまず。 

• それでも問題び解ミ夫しない場合は、 [ スタート]-[コント□-ルパ 
ネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]- [ 電源オプション]- 
[ 電源設定]をクリックし、 [ 電源設定 ] の[常にオン]をクリック 
し、 [0 K ] をクリックしてください。 

-この操作は、 CPU の省電力機能び原因で発生する現象には効果びあります 
び、その他の原因による現象には効果びありません（例：ビデオ再生など、 
CPU に高い負荷びかかりノイズび発生ずる場合など)。 

-この操作を行うと、バッテリーでの駆動時間びをか短くなりまず。通常は、 

に PU 省電力設定]を[バッテリー優先 （Windows XP 標準） ] に、また[電 
源オプション]の [ 電源設定]を [ Portable / Laptop ] に戻しておくことをお勧 
めしまず。 


タッチパネル 


カーソルび動かない。 

• か部マウスを正しく接続してください。 

• キーボードを操作してパソコンを再起動してください。 

を （ Windows ) * 5 を巧し、玉を3回巧し、王を巧し、[再起動]を選択して 
( Enter ) を巧して<ださい。 

‘5ご購入時は固定キーが[有効]に設定されているので、旁 ( Windows ) を3回押してく 
ださい。 

• キーボードで操作でさない場合は、 r 応答びない。」をご覧ください。 （今100 
ぺージ） 
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タッチパネル 


付属のスタイラスペンで正しい位置を 
指定でさない。 

• タッチパネルの補正（キヤリブレーシヨン）を実行してください。 （今12 
ぺージ） 

タッチパネルを使って入力でさない。 

• セットアップユーテイリテイの「メイン」メニューで、「タッチパネルモー 
ド」 を 「自動」または「タブレットモード」にしてください。 （今77ぺージ） 

Internet Explorer でスク□—ル機能を 
使用でさない。 

• タッチパネルを使用してください。 

• マウスカーソルを Internet Explorer のかへ移動してか5、あ5ためて内側へ戻 
してみて < ださい。 


SD メモリーカード 


SD メモリーカードが使えない。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 rsD ス□ット」を r 有 
効」に設定してください。 （今78ぺージ） 


■ 指紋センサー（指紋センサー内蔵モデルのみ) 


指紋の登録-認証びでさない。 

• 指を正しくスライドさせてください。登録と認証について詳しくは、 r 指紋セ 
ンヴーを使うには」 （今49ぺージ） または r 指紋チュートリアル」をご覧く 
ださい。 

• [スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [Protector Suite QL ] - [ 指紋チュートリ 
アル]をクリックする。 

• 指の状態びな下のよラな場合は、指を正しくスライドさせてち登録•認証び 
でさなかったり、正しく認証されないことびありまず。 

-皮膚び荒れていたり、切り傷や皮膚炎びある 
-極度に乾燥している 
-ミ尼や油で巧れている 
-指紋び磨耗して溝び浅くなっている 
• 水にめれている、または湿っている 

< ULh のよラな状態の場合は、次の処置で改善ずることびでさます> 

• 手を洗ったりふいたりする 
-登録-認証に別の指を使ラ 

-皮膚び荒れたり乾燥している場合は、八ンドクリームで手入れをずる 
• 指紋センサーをされいにしてください。詳しくは r 指紋センサーの取り扱い 
について」 （今55ぺージ） をご覧ください。 

• 上記の方法を行ってち改善されない場合は、指紋センサーに不具合びある場 
合びあります。ご相談窓□にご相談ください。 
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■ 指紋センサー（指紋センサー内蔵モデルのみ) 


指紋センサーび動作しない。 


• センサーを交換するときは、エクスポートしたパスポートび役に立ちます。 

• コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンずる。 

Windows の□グオンパスワードを使って常にパソコンにアクセスでさます。 
便利モードでは、どのユーザーちそれぞれの□グオンパスワードでパソコン 
にアクセスでさます。 

• [File Sa 词にアクセスするには 

[Ale Sa 词は 、 [File Safe ] バックアップパスワードを使ってアクセスできま 
す。 

-その他の機能 

センサーの交換/取りかしは r 指紋センサーの交換」の説明に従ってくださ 
し、 （今98ぺージ） 

いくつかの機能（パスポートの削除など）はセンサーなしで行えます。削除 
操作の場合は、パスワードダイア□グを出すために、指紋認証操作をキャン 
セルする必要びありまず。 
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■ 指紋センサー（指紋センサー内蔵モデルのみ) 


指紋を登録でさない。（けびなど） • このよラな問題を避けるために、少なくとち2つの指紋を登録しておくことを 

お勧めしまず。複数の指紋を登録してある場合は、使用でをる指を使ってく 
ださい。指紋登録び1つしかない場合は、[指紋の登録、または編集]を使って 
追加の指紋を登録することをお勧めしまず。 


登録した指びどれち使えない場合は、 L ソ下の操作を行ってください。 

① コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンする。 

Windows の□グオンパスワードを使って常にパソコンにアクセスできま 
す。便利モードでは、どのユーザーちそれぞれの□グオンパスワードで 
パソコンにアクセスでさます。 

② 登録した指紋をアップデートする。 

Protector Suite QL の機能をずべて使うには、使用できる指紋登録を持っ 
ていることび必要でず。[指紋の登録、または編集]画面に入ってくださ 
い。 

• [拡張セキュリティ]を使っていない場合は、 Windows のパスワードを使っ 
て入ることびでさまず。 

-[拡張セキュリティ]をバックアップパスワードで使っている場合は、バッ 
クアップパスワードで入ることびでさます。 

-[拡張セキュリティ ] をバックアップ•パスワードなしで使っている場合は、 
異なる指紋を追加する他のち法はありません。この場合は、指び再び使える 
よラになる（傷び治るなど）まで待つか、パスポートを削除（[削除]使用） 
して、新しい指紋を登録し直ずことをお勧めしまず。 

パスポートを削除した場合は、保をされたすべてのシークレットデータ（パ 
スワード 、 [File Safe ]、 暗号化キ ー） び消失しますのでご注意ください。削 
除操作を行ラには、パスワードダイア□グを出ずために指紋認証操作をキャ 
ンセルすることび必要です。そして Windows の□グオンパスワードを入力 
して < ださい。 

• [File Safe ] にアクセスするには 

手順 ②を 行っていない場合は 、 [File Safe ] バックアップパスワードを使って 
[File Safe ] にアクセスでさまず。 
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■ 指紋センサー（指紋センサー内蔵モデルのみ) 


センサーの交換 

• 指紋センサーを交換するぶ、要びある場合は、 LU 下の作業を行ってください。 
八ードディスクへの登録： 

[ A — ドディスクへの登録]に設定してある場合は、 [Protector Suite QL ] はデバ 
イス上にどのデータち保存していませんので、センサーを交換した後ち問題 
ありません。しかし、パワーオンセキュリティ（リブート認証）を使ってい 
る場合は、[指紋の登録、または編集]を使って関係データをアップデートする 
ことび必要になる場合びありまず。 

デバイスへの登録： 

指紋びデバイスに登録されている場合は、新しいパスポートを要巧されまず。 
[やり直し] (今58ぺージ） を行ってください。 

[拡張セキュリティ]のバックアップ 
パスワードを消失した。 

• [指紋の登録、または編集]で指をスキャンし、指紋登録をしてください。[拡 
張セキュリティ]でバックアップパスワードを変更ずることびでさます。 

Protector Suite QL の再インストール 

• Protector Suite QL をアンインストールしている間に、パスポートを含む Pro ¬ 
tector Suite データを消去する/しないを選択できます。 

• 製品の再インストールをしたい場合、 Protector Suite QL データをパソコンに 
残すボタンを選んでください。インス!ルの後、再びデータを使用ずるこ 
とびでをまず。 

• パスポートを含む Protector Suite QL をアンインス! -- ルしても、指紋をデバ 
イスに登録している場合、指紋は削除されませんので再インストールをに再 
登録することびでさます。 

[File Sa 词のバックアップパスワード 
を消失した。 

• [FileSa 词バックアップパスワードを変更ずる必要びありまず。ソフトウェア 
のオンラインマニュアル （今50ぺージ） をご覧ください。 

Protector Suite QL をアンインストー 
ルした後に [FileSa 词にアクセスした 
い。 

• [File Sa 词データへは Protector Suite QL を使ってのみアクセスできます。誤っ 
て Protector Suite QL をアンインストールした場合は、再インストールの必要 
びあります。アンインス1ルの間にパスポートを取り除かなかった場合は、 
[File Sa 词を含むずべてび自動的に働きまず。アンインス1ルの間にパス 
ポートデータを取り除いた場合は、 [File Sa 词はインス1 -- ルび変わったこと 
を認識して、代わりにバックアップパスワードの使用を提おしまず。 

パソコンびクラッシュした後に [File 
Safe ] にアクセスしたい。 

• エクスポートしたパスポートを持っている場合は、ずぐにインポートすると、 
指紋を使って [File Safe ] にじかにアクセスでさるようになります。または、 

[File Sa 词バックアップパスワードを使って [File Sa 词にアクセスできまず： 
[Ale Sa 词はインス1 -- ルび変わったことを認識して、代わりにバックアップ 
パスワードの使用を提ちしまず。 
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■ 指紋センサー（指紋センサー内蔵モデルのみ) 


指紋センサーか 5 データを消去した 
い。 

• 「デバイスへの登録」に設定した場合、パスポートデータはデバイスに保をさ 
れまず。それを消去するには、[削除]で既存のパスポートを消去し、さ 5 に 
[指紋デバイス内データ管理]を使って残りの指紋（前のインス!ルか 5 残っ 
ているなど）を消去しまず。 

• 便利モードでは、[指紋デバイス内データ管理]は既巧のパスポートを残ずため 
に最新の指紋データを消去させないよラになっており、ユーザー個人の指紋 
のみ消去でさまず。従ってまずはパスポートを消去ずることび必要でず。 

■ ユーザー簡易切り替え機能 

アプ U ケーシヨンソフトなどび正しく 
動作しない。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使用して別のユーザーに切り替えると、 L ソ下 
のよラな問題び起さる場合びあります。 

-アプリケーシヨンソフトび正しく動作しない。 

- Fn とのキーの組み合わせび動作しない。 

-画面の設定びでさない。 

• マウスび動作しない。 

• 無線 LAN び使えない。 

• Bluetooth び使えない。 

• このよラな場合は、ユーザーの簡易切り替え機能を使わずにすべてのユー 
ザーを□グオフした後、再度□グオンして操作してください。それでら正しく 
動作しない場合は、':ソコンを再起動してください。 

■ スクリーンセーバー 

1 Could not find anv compatible 

Direct 3 D devices 」 が表示された。 

• 3 D スクリーンセーバーを使用しないでください。 
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■ その他 


応答びない。 


Ctrl ' 否 ( Shift )’ 6 、 Fn + Tab ( esc ) マを巧してタスクマネージヤを起 
動し、応答のないアプリケーションソフトを終了してください。 

入力待ち画面（起動時のパスワード入力画面など）び別のウインドウで隠れ 
ています。 50*6 +を g で表ちされている画面を確認してください。 

電源スイツチを4秒 L ソ上巧してパソコンの電源を切った後、再度電源を入れ、 
アプリケーションソフトを起動してください。 Winodows び正しく動作してい 
るにち関ね5ずアプリケーションび起動しない場合は、[スター h - [コント 
□-ルパネル]-[プ□グラムの追加と削除]をクリツクし、そのアプリケー 
シヨンソフトをいったん削除してか5再度インス I ルしてください。 


テンキーモデルの場合は、 USB キーボードを使用してください。 
テンキーモデルの場合 ： Isc 












困ったときは（詳細編) 


か BACK 101 NEXT A 


パソコンの使用状態を確認する 


PC 情報ビユーアーを使ラと、パソコンの使用状態を確認することびでをまず。 BIOS のバージョンやインス I ルされて 
いるアプリケーションソフトやドライバーの名称などび確認でを、お問い合わせ時にも役立ちます。 


お知5せ 


• 本機では、フラッシュメモリーなどの管理情報びフラッシュメモリー内に定期的に記録されまず。記録されるデータ 
量は、1回あたり最大1024バイトです。これ5の情報は、万び一、フラッシュメモリーび故障したときの原因を推 
定するためにのみ使用するちので、本情報をネットワーク経由で外部に発信したり、目的しソ外に使用したりすること 
はありません。 

この機能を無効にするには、 PC 情報ビューアーの[八ードディスク使用状況]の[管理情報の履歴を自動的に記録 
する機能を無効にする]のチェックボックスにチェックマークを付けて [OK] をクリックしてください。 

• コンピューターの管理ちの権限で□グオンしないと、一部 r 未検出」と表示される情報びありまず。 

• 実行中は、 PC 情報ビューアーの画面は、常に手前に表ちされます。 

• ネットワーク環境によっては、 PC 情報ビューアーび起動するのに時間びかかる場合びありまず。 


7 [ スター ト]- [ すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [PC 情報ビユーア ー] -[PC 情報ビユー 
アー] をク U ックずる。 

2 項目をクリックして、その項目の詳細情報を表示する。 

■ 情報をテキストファイルで保存する 

1 保存したい情報を表示ずる。 

2 [保を]をクリックする。 

3 ファイル保をする請囲を選択し、 [ OK ] をクリックする。 

4 情報を保をするフォルダーを選択し、ファイル名を入力して[保を]をクリックずる。 

• [管理情報の履歴を自動的に記録する機能を無効にする]になっていない場合は、記録済みの履歴ち保存されます。 


■ 画面のコピーを画像ファイルで保存する 

1 保をしたい画面を表示ずる。 

2 CtM + 瓦巧 + Fii + R ( F 7)*8 を押す。 
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でテンキーモデルの場合は、 USB キーボードを使用してください。 

3 メッセージび表示された5 [OK] をクリックずる。 

[マイドキュメン h フオルダーに画面の画像ファイルび保巧されまず。 

• 次の操作で画面コピーを保をずることちでさます。 

[ スタート]- [ ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビューア ー]-[ 画面コピ ー] をクリックずる。 


お知5せ 


• 画像は 256 色のビットマップファイルでず。 

• 工場出荷時は、コピーするキーの組み合わせは CiM + Aii + Fn + R (F7)’ 9 になっています。次の手順で変更するこ 
とちでさまず。 

① コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンする。 

② [ スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [Panason 句- [PC 情報ビューアー]をクリックする。 

③ [画面コピ ー] をクリックし、[プ□パティ ]- [シヨートカット]をクリックずる。 

④ [シヨートカットキー]をクリックし、シヨートカットに使ラキーを巧ず。 

⑤ [OK] をク U ックずる。 

‘ 9 テンキーモデルの場合は、 USB キーボードを使用してください。 
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自動デフラグを停止する 


Windows では、ファイルアクセスの高速化などの目的のためデフラグと呼ばれる処理び自動的に行われまず。しかし、フ 
ラッシュメモリーではファイルび分散して保存されていてち高速でアクセスずることびでをまずので、必ずしち必要では 
ありません。また、フラッシュメモリーを長期間使用ずるためには書を込み回数を減5すことび有効でずので、自動デフ 
ラグを停止ずることをお勧めします。 


お知5せ 


• 自動デフラグを停止すると、が付け八ードディスクを接続した場合にも自動デフラグ機能び働かなくなり、パ 
フオーマンスに影響する場合びありまずので、必要に応じて設定を変更してください。 


■ Windows がバックグラウンドで行う自動デフラグを停止する 

ブ すべてのアプリケーシヨンソフトを終了する。 

2 [スタート]- [ファイル 名を指定して実 巧] をクリックし、 rc :¥ util ¥ setdfrg ¥ setdfrg . exe 」 と 
入力して、 [OK] をクリックする。 

• 制限ユーザーで□グオンしている場合は、管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力して 
[ OK ] をクリックしてください。 

• 自動デフラグユーティリティが起動します。 

3 [自動デフラグを無効にずる]をクリックずる。 

• 元の設定に戻ず場合は、[自動デフラグを有効にする （ Windows 標準） ] をクリックしてください。 

4 設定変更の画面び表示された5 [OKI をクリックする。 
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• Microsoft とその □ ゴ、 Windows、Windows □ ゴは、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登 
録商標です。 

• Intel 、 Core 、 PROSet は、米国 Intel Corporation の商標または登録商標です。 

• SDHC □ ゴは商標です。 證 

•Adobe、Adobe □ ゴ 、 Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated ( アドビシステムズ社）の商標です。 

• PS/2® は International Business Machines Corporation の登録商標です。 

- 目 luetooth™ は、その権利者が所有している商標であり、パナソニック株式を社はライセンスに基づさ使用していま 
す。 
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